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Ⅰ 委員長・部会長あいさつ 

 

北上市政策評価委員会委員長 山田 晴義 

 

今年度の政策評価を無事終えることができました。これもひとえに委員並びに関係

者の皆様のご努力やご協力のおかげであり深く感謝申し上げます。 

 本委員会委員を担当して７年目を迎えましたが、毎年幾つかの新しいことに気づか

されることも多く、また市政運営にかかわる様々な取り組みを知ることができ、私自

身にとっても新鮮な気持ちで役目を果たすことができます。 

 本委員会は、昨年度まで勤めてこられた一部の委員が交代して新しい委員が加わり

ました。委員はもともと多様な専門分野から選任されていましたが、今年度は本委員

会の経験年数も様々で、一層多様な委員による構成になりました。そのために、新鮮

かつ多角的な意見に基づく議論が行われ、評価の客観性と精度を高めることができた

ものと考えます。これまでも何度か評価活動の継続性と進化の重要性について申しあ

げてきたところですが、定着期に入った政策評価委員会の適切な更新が進むことによ

って、政策評価のシステムのさらに安定した継続と進化を期待できるものと考えます。 

 例年、報告書の挨拶文では型どおりのご挨拶ではなく、一年間の評価活動について

の振り返りについて触れるのが望ましいと考えており、本年度についても同様とさせ

ていただきます。 

 自らの反省としては、毎年のことではありますが評価対象に対する事前学習が不十

分だと思っており、自ら積極的に早め早めの資料請求や問い合わせなどをおこなうべ

きであったと考えております。また、この点を含めて委員会の事前または初期過程に

おける事務局と委員間による前年度の反省点を踏まえた議論などコミュニケーション

の機会があれば評価の質を一層上げることができるものと考えます。 

 さらに、専門部会間の相互理解についても必ずしも十分とは言えず、相互の情報交

換が不足していることにより、熟度の高い議論できる環境が整っていないように思い

ます。限られた時間の中で、このような課題をクリアするための検討が必要だと考え

ます。 

 例年委員会でも話題が出されておりますが、評価結果に対する関係の部局や法人等

の対応についても課題が残されているように思います。関係者でしっかりと評価結果

の分析をおこない、それに基づいての議論をおこなうことを期待します。これによっ

て政策評価の意義についての認識が高まり、結果的に行政マネジメントシステムの確

立に寄与することができるものと考えます。 

  



北上市政策評価委員会副委員長・行政評価検証専門部会長 

佐 藤  徹 

 

 

まずは、事務局の政策企画課をはじめ、外部評価の対象となった部署の方々について

は真摯な態度で臨まれたことに感謝の意を表するとともに、労をねぎらいたいと思いま

す。 

さて、今年度は 3つの施策の自己評価及びそれら施策に付随する 6つの事務事業の自

己評価に対して外部評価を行いました。施策担当部門の部長が自ら自己評価書について

プレゼンテーションを行い、数度にわたって、私たち外部評価委員との質疑応答や意見

交換を行いました。その結果を踏まえながら、当部会では、行政の自己評価（内部評価）

の内容が妥当であるかどうかについて、①施策の成果は明確に定義されているか、②評

価指標の設定は適切か、③要因考察や課題の把握は適切か、④市の今後の方針は適切か、

のそれぞれについて専門的見地から 4 段階（A～D）で評価を行いました。また、そう

した評定とともにその判断理由を提示し、今後の改善点・方向性等についての助言を行

いました。 

今回の外部評価結果を見渡しますと、施策評価に関しては、昨年度はほとんどの項目

が「B（概ね適切）」判定でしたが、今年度は「C（一層の努力が必要）」判定も 6 項目

ありました。また、事務事業評価に関しては、6事業のうち「B（概ね適切）」判定と「C

（一層の努力が必要）」が 3 事業ずつという結果となりました。なお、施策評価・事務

事業評価の中で「D（抜本的な見直しが必要）」と判定された項目はありませんでした

が、「A（適切）」と判定された項目も皆無でした。 

業績測定や目標管理においては、施策における「成果」が何であるかを明確に定義し

た上で、適切な評価指標を設定し評価することが重要なポイントです。ですが、残念な

がら今年度もこの点が徹底されてはおりませんでした。 

来年度（平成 30 年度）から、次期総合計画の策定作業が本格化する予定です。北上

市には、これまでの 7年間の政策評価委員会における知見や情報の蓄積があります。こ

れらをもう一度総括してみるとともに最大限活用しながら、次の総合計画の策定作業へ

とつなげていくことが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

出資法人等協働評価専門部会長 

 山田 晴義 

 

 本年度の本部会の評価は、出資法人としては公益財団法人北上市体育協会と一般社

団法人北上市機械化農業公社で、これに加えて市の重要特定課題である「北上市食の

つながり認証制度」が対象となりました。評価対象となりました法人関係者と市担当

部局の皆様には真摯に対応いただき、またこの評価の機会にそれぞれの組織をより良

い方向に改善していこうという前向きな姿勢を感じ取ることができ、これに敬意を表

するとともに、私どもも外部評価を担当することにやりがいを感じた次第です。 

 本年度特に痛切に感じたことは、出資法人等の評価をするということは、法人の近

年の行動や出来栄えを評価することだけではなく、北上市のまちづくりの歴史のなか

で、その法人と市が時代の変化を乗り越えるために、どのように工夫をしながら維持

してきたかを捉えることが重要だということに、改めて気づかされました。 

 それぞれの法人が設立されたのち、法人を取り巻く社会環境が変化し、これに伴っ

てその役割・位置付けに変化が生じることは少なくありませんが、その時点で当該法

人の役目は終わったと判断された時には、その法人を閉じることが当たり前だと思っ

ていました。しかしながら、それまでに積み上げられた様々な財産を活かして、新た

な時代の新しい役割を担っていくことも市や地域に貢献することになるのだというこ

とを感じました。それによってそれまでその法人を担ってきた人々の雇用や蓄積され

た様々な資源を維持することも可能になることを考えますと、評価にあたっては、法

人の変容の姿と経緯を読み解きながら進めていくことが重要だと感じました。 

 一方で、縮小の時代に突入した我が国においては、それまで蓄積されてきたものを

大切に維持することも重要ですが、法人も延命措置だけではなく、進化しながら持続

していくための工夫が求められます。つまり、法人の維持だけを考えるのではなく、

つねに北上市のまちづくりのなかで、どのようなポジショニングをしていくことが大

切であるかを意識しつつ組織運営に取り組んでいただきたいと思います。市当局もこ

のような意識のもとで、法人との関わりを保っていただくことにより、協働のまちづ

くりのよりよい実現が可能になるものと考えます。 

 ところで、本専門部会の名称には「協働」という単語がついていることから、本部

会の役割は市と出資法人等との協働がうまくいっているかを評価する役目を担ってい

るはずです。協働の基本原理と照らし合わせながら、もう一度今までの評価対象につ

いて、評価結果を眺めてみることも意味のあることだと考えます。 

 毎年、評価活動の過程で新たな問題や課題に気づかされるということは、私たちも

学習し進化しているのだと思いますが、このような進化を、評価の関係者だけでな、

市民もこれを共有することができるならば、評価活動の価値は一層大きなものとなる

と考えます。 



 
 

Ⅱ 評価対象 

１ 評価対象案件の選定について 

   次の選定方法により、市より提案を受けた案件について評価を行った。 

ア 市民意識調査結果により選定された施策に対する事後評価 

「北上市の施策に関する市民意識調査」における「改善需要度」の上位施策（重

要度に対して相対的に満足度が低い施策）のうち「優先度」の高い施策 

イ 出資法人等 

市が出資等を行う法人についての再評価 

ウ 重要特定課題となっている項目 

市において現在課題となっている政策等に対する評価 

２ 評価対象案件 

№ 区分 部会 件名及び概要 

1 

施 策 行政 

「母子の健康の確保及び増進」 

・子供や母親の健康の保持増進及び安心安全の確保 

2 
「雇用環境の向上」 

・雇用に関する求職及び求人の両面からの支援 
・女性や若者の就労支援 

3 

「消防力の充実」 

・消防機能の維持及び向上 
・消防団活動の推進 
・救急救命体制の充実 

4 

出資 

法人等 
出資 

「一般社団法人北上市機械化農業公社」 

・出資先である同法人について、労働効率の効力の改善及
び農業振興施策に係る貢献状況及び市との協働の状況に
ついて検証を行うもの。 

5 
「公益財団法人北上市体育協会」 

・出資先である同法人について、スポーツの振興に係る貢
献状況及び市との協働の状況について検証を行うもの。 

6 

重要 

特定 

課題 

出資 
「北上市『食のつながり』認証制度について」 

・農産物の認知度向上及び地産地消に向けた認証制度につ
いて今後の同施策の質の向上を目指し検証を行うもの。 

 

Ⅲ 評価結果 

各案件に対する評価結果は次のとおり。なお、外部評価にあたっては、市の内部

評価や法人等による自己評価をもとに行った。 



 

外部評価シート（施策・事務事業） 

 

■１．対象施策 

施策名 母子の健康の確保及び増進 
担当部 

保健福祉部 

総合計画での 

位 置 付 け 

政  策 01 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまちづくり 

基本施策 01 子育て環境の充実 

施  策 06 母子の健康の確保及び増進 

総合計画における

施 策 の 方 針 

保健・医療福祉及び教育分野間の連携を図り、母子保健施策を充実し、子どもや母

親の健康の保持増進と安全・安心の確保を図ります。 

 

■２．施策評価（政策評価委員会の評価） 

【施策の成果は明確に定義されているか】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【成果の定義】 

定期的に妊婦健診や乳幼児健診を受診することで、母子が出産や育児に関する相談や支援を受けることが

でき、安心して子育てができる。 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 成果の定義では「定期的に妊婦健診や乳幼児健診を受診することで」となってい

るが、ロジックモデルの中間成果に向けては「妊産婦・乳幼児訪問相談事業」や「子

育て支援事業」が位置付けられているので、部分的な表記になっている。 

(2) ロジックモデルに示された内容（中間成果）と違っており、どちらが真実か不明

である。 

(3) 施策の方針の「子どもや母親の健康の保持増進」に関する成果の記述がない。 

(4) 「定期的に妊婦健診や乳幼児健診を受診することで」は成果の定義ではなく成果

を達成するための手段である。 

(5) 「安心して子育てできる」は何についての安心か不明確である（健康、経済的な

生活など）。 

(6) 現在の記述内容が的外れなわけではないが、以下の２点について成果の記述が欠

けている。第１に、健康診断によって母子の健康の維持・促進につながる点、第２

に、ＤＶ対策により母子の安全が確保される点。なお施策名では「母子」と表現し

ているが、母親が早期に亡くなる等の場合には「父子」の組み合わせとなる。稀な

ケースと思われるが、父子が本施策の対象から漏れないように配慮されたい（施策

名を変更する必要はないと思われる）。 

 

 

 

 



 

【評価指標の設定は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【評価指標】 

指標№１＿妊婦健診率               指標№２＿乳幼児健診受診率［4 カ月］ 

指標№３＿乳幼児健診受診率［1 歳 6 カ月］     指標№４＿低体重児出生率 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 健診率、健診受診率は参考指標にはなるが、健診を受けた母子のうち健康な状態

であると確認できた者の割合が、施策の評価指標としては適切である。ただし、健

診を受けた人のほぼ 100％が健康状態にある場合は、この限りではない。 

(2) 「低体重児出生率」については、健診受診促進と共に飲酒や喫煙も原因と思われ、

受診率を高めるという定義の表記内容とやや異なったものになっているものの、定

義の内容とほぼ一致した評価指標になっている。ただし、定義に「妊産婦・乳幼児

訪問相談事業」や「子育て支援事業」を加えて考える余地があると思われる。 

(3) ＤＶに関する内容がロジックモデルには見られるが、評価指標には反映されてい

ない。 

(4) 育児支援とＤＶ対策の成果を示す指標が欠けている。現在設定されている No.１

～４の指標は必要であるが、実績値の評価にあたっては注意が必要である。No.１

～３の指標は、数人の受診の有無によって１％程度の変動があることが説明された

ので、目標値をクリアしているかどうかではなく、一定水準を確保しているかどう

かと、受診に至っていない母子の状況の把握につながっているかどうかという観点

でチェックすることが重要である。No.４の 9.1％という目標値についても、これを

下回れば良いというわけではない（産婦人科の医療水準が高ければ、低体重児の出

生が増える場合もある）。指標の特質を踏まえた使い方が必要である。 

(5) 施策レベルの最終アウトカムを表す指標が少なく、重要度が低い（指標№４の低

体重児出生率のみ、重要度 10％）。指標№１～３の健診（受診）率は事務事業レベ

ルのアウトプットまたは中間アウトカムの指標。「第３次北上市健康づくりプラン」

の指標や周産期死亡率（妊婦・乳児個別健康診査事業の指標）などを追加すべき。 

(6) 「安心して子育てができるまちづくり」という成果の定義なら、指標に、サービ

スを提供する側の減少している助産師数、民生委員数を記述したほうがわかりやす

い。現在の指標は受診数・率とサービスを受ける側の実績値である。この受ける側

の実績値・率を上げる場合はサービス提供側の数値・率も同時に参考指標として記

述した方が明確になる。 

 

 

【成果達成状況の要因考察や課題の把握は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【成果達成状況の分析（Ｈ28 最終年度）】 

概ね順調 

【要因考察＿外部環境】 

①妊婦健診や乳幼児健診を受診する意識が市民に根付いている。 



 

【要因考察＿内部要因】 

①無料で妊婦健診を受診できるように、妊娠届出した方に妊婦健康診査受診票を 14 枚交付している。 

②妊娠届出時にアンケートにより、妊婦の心身の健康課題や生活環境の課題をアセスメントし、支援が必

要な妊婦については関係機関と情報共有している。 

③乳幼児健診では親子の困りごとや支援ニーズを把握し、明確になった健康課題に沿った支援を適宜関係

機関と情報共有しながら行っている。 

④４か月児健診では子育てコンシェルジュを相談スタッフとして配置し、子育てサービスに関する個別相

談に対応している。 

⑤１歳６か月児健診では発達相談員を相談スタッフとして配置し、個別相談に対応している。 

【課題及び改善を要する事項】 

①妊娠届出時や乳幼児健診等で把握した心身の健康課題や生活環境の課題に関して個別対応しているが、

母子保健領域だけで解決できない複雑化したケースが目立ってきており、安心安全な出産や育児を包括

的に支援する体制整備の必要性があるが、現在は体制構築されていない。 

②妊娠届時や乳幼児健診等で把握された養育支援家庭のうち妊産婦へ支援する割合が増加していることか

ら、妊産婦の支援を充実強化するための事業が不足している。 

③市民から不妊に関する相談機関の設置や妊娠を希望する方の不妊治療費助成について要望があるもの

の、体制ができていない。 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 施策における成果の定義に「妊産婦・乳幼児訪問相談事業」や「子育て支援事業」

が不足していることから、要因考察や課題の把握においても、それらの点が欠けて

いる。このため、課題の中で「妊産婦・乳幼児訪問相談事業」や「子育て支援事業」

と連動した包括的な支援体制について言及がない。担当課説明では、民生児童委員

の協力が説明されている事から、その点を加える余地があると思われる。 

(2) 「成果達成状況の分析」欄は、母親の支援や相談ができているかという観点での

記述をしてほしい。 

(3) 市民ニーズに充分対応できているのかという点について不足部分は記述したほ

うがよい。助産師・女性の民生委員数と市民ニーズとの対応はどのようになってい

るのか。 

(4) 妊婦健診の未受診者が２割弱存在することについて何ら言及がないが、これは北

上市として問題視していないのか。 

(5) 個々の事業に関する要因考察の寄せ集めになってしまっている。 

(6) 「成果達成状況の分析、要因考察」について、健診に関するものが大部分を占め、

施策レベルの最終アウトカム（健康の保持増進、安心など）に関するものがほとん

どない。例えば、指標№４の低体重児出生率が中長期的にも横ばいであることをど

のように評価し、その要因をどのように考察するか。 

(7) 「現在の課題」について、①②は、分かりやすく具体的に記述する余地がある（口

頭での説明を受けなければ理解できなかった）。また、③の不妊治療は、この施策

に含めないという回答があった。 

 

 

 

 



 

【市の今後の方針は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【今後の展望】 

①妊娠期から把握した心身の健康課題や生活環境の課題に対して、産後や子育て期に渡り包括的に支援す

る体制の整備を進めていく 

②妊産婦に対する支援を充実強化するために新規に産後ケア事業や産後健診を関係機関と協議しながら進

めていく。 

③新規事業として妊娠を希望する方へ不妊治療費助成を検討していく。 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 施策における成果の定義と評価指標の設定に「妊産婦・乳幼児訪問相談事業」や

「子育て支援事業」不足していることから、今後の方針においてもそれらの点が欠

けている。このため、今後の展望の中で「妊産婦・乳幼児訪問相談事業」や「子育

て支援事業」と連動した包括的な支援体制についても検討すべきである。また、今

後の検討として、担当課より説明のあった子育て世代包括支援センターについて

も、示す余地があると思われる。 

(2) 子育て世代包括支援センターの設置について記載する。 

(3) 概ね適切な内容であるが、子育て世代包括支援センター設置を踏まえた記述とし

てはどうか。 

(4) ＤＶ対策についての取組が存在しない。 

(5) 妊婦健診の未受診者への対策が何ら触れられていない。 

(6) 「今後の展望」の②は「現在の課題」の②に対応しているようだが、関係が分か

りにくい。「現在の課題」は「妊産婦の支援」と記述されているが、「今後の展望」

は「産後」ケア・健診に限定されている。 

(7) 「今後の展望」の③の不妊治療は、この施策に含めないという回答があった。 

 

 

■３．施策評価総括意見 

政策評価委員会の評価 

総括意見 

(1) 事業の束＝施策ではなく、施策という目的を実現するために個々の事業を組み立ててい

く、という発想ができていない。 

(2) 成果に関する項目は、主に健診の受診状況に注目した内容になっているが、課題や今後

の展望の項目は、包括的な支援体制に関する記述が中心となっており、整合していない。

成果に関する項目において、母子に対する支援や相談の状況に関する指標や記述を追加す

ることが望ましい。 

(3) 施策の成果の定義が部分的な表記になっていることから、評価指標の設定、要因考察や

課題把握、今後の方針にそのまま影響が及んでいる。施策構成事務事業では、「妊産婦・

乳幼児訪問相談事業」や「子育て支援事業」が記載され、「妊産婦・乳幼児訪問相談事業」

については、貢献度が高いものとなっていることに注目したい。また、包括的な支援の構

築に向けて、施策構成事務事業の位置付けを再度検討し、各事務事業間の関連付けや相乗

効果の発揮を図ることが重要と思われる。 

 



 

(4) 市民ニーズに十分に対応しているのかこのデータだけでは判断しかねる点もある。子育

てサービス提供側と子育てサービスを受ける側が質量ともに対応できているのか。 

(5) 「総括意見」というよりも「その他」として、「施策を実現するために事務事業が適切

に構成されているか」の欄には、事業が不足していることを記述すべき。 

 

 

■４．事務事業評価 

事務事業名 妊婦･乳児個別健康診査事業 担当部課名 保健福祉部健康増進課 

項目 評価 

事務事業評価シー

トの記載内容に対

する評価 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 「事業の目的と概要」について、１行目の「母体の保持増進」は「母体の健康の

保持増進」。２行目の「子どもの健康を把握し」は、把握するだけでなく健康を保

持増進することも目的ではないか（母体と同様）。２行目の「親が安心して子育て

をすることができるようにする」は１つの事務事業だけでは達成できない大きな目

的である。 

(2) 「評価指標等の状況」について、受診したかどうかだけでなく、有所見者が治療

したかどうかの指標もあった方がいい。指標№３の周産期死亡率は施策レベルの指

標である。 

(3) 指標コード 01,02の指標は当該事業のアウトカム指標として適切ではない。また、

指標コード 04,05 の平成 28 年度の数字が未記入である。 

(4) 評価指標等の状況に記載漏れがあった。 

(5) 指標のうち受診票使用率に関するもの（２指標）は、実績が 100％に近づけば良

いという指標ではないことから、取り扱いには注意が必要である。 

(6) 「事後評価」について、「問題点・課題等」に、原因を分析する必要があると記

載されているが、分析結果を「達成状況の分析」の欄に記入すべき。 

(7) 「事業の見直し方策」に「県内の市町村の動向を見ながら検討していく」と記載

されているが、なぜ動向を見るか、何を検討するかが分からなかった。 

(8)乳児健康診断受診票の使用率が減少しているので、これ以上減少しない方策につ

いて記載する。 

 

事務事業の改善に

関する意見 

(1) 「問題点・課題等」に記載されている、受診票の使用率の低下原因が何であるか

分析した上で、事業の改善に努められたい。 

(2) 妊娠中の異常の早期発見、子どもの健康状況の把握などに有効と思われるので、

受診票の使用率低下の要因分析など、実態把握と継続的な実施が重要と思われる。 

(3) 乳児健康診断受診票の使用率が減少しているのでこの減少している原因を明ら

かにする。原因が明らかになったら対応を検討する。 

(4) 事業の見直し方策として「県内の市町村の動向を見ながら検討していく」と記述

しているが、趣旨が不明である。 

 

 

 

 

 



 

事務事業名 
乳幼児集団健康診査事業 

(４月、10 月、２歳６月児) 
担当部課名 保健福祉部健康増進課 

項目 評価 

事務事業評価シー

トの記載内容に対

する評価 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 「評価指標等の状況」について、「子育てが楽しいと思える人の割合」は施策レ

ベルの指標である。また、有所見者が治療したかどうかの指標もあった方がよい。 

(2) 指標のうち「子育てが楽しいと思える人の割合」「集団健診に来て良かったと思

う人が増える」の２指標は具体性に乏しくあまり意味がない。集団健診の受診者に

アンケートを取ることは良いが、その結果は事業の改善のために直接利用すればよ

い。代替する指標としては、「未受診者のうち連絡が取れた者の割合」等がよい。 

(3) 本事業の目的に照らしてみると、健診を受けた者のうち、疾病や障害が早期に発

見され、改善に向かった人、の割合が成果指標として相応しいのではないか。 

(4) 「事業の見直し方策」について、「開催回数の見直し」は、増加か削減か、理由

は何かが分からなかった。 

 

事務事業の改善に

関する意見 

(1) 受診率は 97％前後の高い水準で推移しており、不安を抱える家庭の増加や支援を

必要とする家族の増加などに対応するスキルの向上が重要と思われる。また、未

受診者への対応は丁寧に行う必要があると思われる。 

(2) 受診率が高い水準で維持できているので、今後もこの高水準を継続してほしい。 

(3) 事業の見直し方策に「対応スタッフや開催回数の見直しを検討」と記述されてい

るが、もう少し具体的に説明してほしい。 

 

 

事務事業名 妊産婦乳幼児訪問相談事業 担当部課名 保健福祉部健康増進課 

項目 評価 

事務事業評価シー

トの記載内容に対

する評価 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 「事業の目的と概要」について、事業の目的は、前の２つの事業と同様に、問題

の早期発見、健康の保持増進ではないか。また、事業内容が分かりにくいので整

理してほしい。大きく分けると訪問と相談があり、訪問は、保健師・助産師等に

よる訪問、低体重児母親への訪問、乳児家庭全戸への訪問（こんにちは赤ちゃん

訪問）、相談は、２つのセンターと本庁での健康相談、発達相談、であると一応

理解したが、分かりにくい。 

(2) 本事業の成果は何かを踏まえて、成果指標が設定されていない。 

(3) 「評価指標等の状況」について、未受診児の把握だけでなく、問題があった場合

に対応した割合もあった方がいい。 

(4) 概ね適切であるが、指標については相談件数だけでなく、相談に応じた母親（ま

たは家庭）の数を指標化できないか。 



 

(5) 「事業の見直し方策」について、「県内の市町村の動向を把握しながら」検討す

る理由が分からなかった。 

 

事務事業の改善に

関する意見 

(1) 多様なニーズに対して、保健師・助産師・栄養士等の専門職、民生児童委員によ

る訪問で、タイムリーに適切な対応をすることで不安を解消する取り組みを継続す

ることが重要と思われる。今後、子育て世代包括支援センターの設置との関連付け

についても十分協議する必要があると思われる。 

(2) 事業目的達成のための平成32年度までに子育て世代包括支援センター設置とな

っているので、北上市の設置年度を記述する。訪問助産師の減少の解決策を検討す

るべきである。 

(3) 養育不安家庭の問題が指摘されているが、これに対して子育て世代包括支援セン

ターが対応できるのか不明である（センターで対応できないのであれば、別の方策

が必要かもしれない）。 

 

 

 



【北上市】 施策評価シート（Ｈ28年度実施事業）

01 - 01 - 06

◆総合計画での位置づけ ◆総合戦略での位置づけ

◆総合計画基本計画における施策の方針

◆市民意識調査結果（Ｈ26年度実施）基本施策単位のアンケート
　設問
　説明

　事業例

調査項目 算出値 順　位
①満足度 9 /30
②重要度 1 /30
③優先度 1 /30
④改善重要度 1 /30

上記調査の満足度に関する主な理由（自由記述）

◆施策の成果達成状況

※印の指標は総合計画（基本計画）に記載していないもの。　

30%

　保健・医療福祉及び教育分野間の連携を図り、母子保健施策を充実し、子どもや母親の健康の保持増進と安全・安心の確保
を図ります。

「子育て環境の充実」についてうかがいます。

安心して子供を生み育てられる環境づくりに取り組みます。

・乳幼児、児童、妊産婦へ医療費の一部を給付しました

・妊婦・乳幼児の健康診査を行い、異常の早期発見、健康維持に取り組みました

・認定こども園や小規模保育事業所の開設を支援し、保育定員を拡大しました

施 策 に お け る
成 果 の 定 義

1 妊婦健診率

№

妊婦一般健康診査使用枚数/妊婦
一般健康診査交付枚数×１００（実
績書より）

79.0％
78.7％ 82.1％ 83.7％

－

78.0％

－

指　　標　　名
指標に関する説明

（把握方法・算定式・単位等）

指標の実績値 目標値（下段：達成率）
Ｈ26

(基準年度)
Ｈ27 Ｈ28

中間目標
（Ｈ30）

最終目標
（Ｈ32）

基本施策 子育て環境の充実

施　　　策 母子の健康の確保及び増進

－施　　　策

4.03

政策体系コード 政策統括監
施 策 名 母子の健康の確保及び増進 保健福祉部長

政　　　策 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまちづくり 基本目標 －

－

2
乳幼児健診受診率［4
カ月］

受診者数/対象者数×１００（実績
書より） 97.0％ 98.5％ 97.3％

98.0％ 98.0％

－

3
乳幼児健診受診率［1
歳6カ月］

受診者数/対象者数×１００（実績
書より） 98.7％ 98.6％ 98.5％

98.5％ 98.5％

－ －

4 低体重児出生率 保健福祉年報より
11.6％

[H25年]
8.8％

[H26年]
10.3％

[H27年]
9.1％ 9.1％

－ －

5

5.06
48.20
1.03

他市を参考にすべき。

不妊で悩んでいる人が相談できる所がほしい。
不妊に対応してくる産婦人科が１件しかありません。
安心して妊娠できる環境づくりも必要と思います。

30%

10%10%

％

％

　定期的に妊婦健診や乳幼児健診を受診することで、母子が出産や育児に関する相談や支援を受けることが
でき、安心して子育てができる。

30%

6

指標
重要度

4.00

4.50

5.00

5.50

3.00 3.50 4.00 4.50

②
重
要
度

 

①満足度 

平均値4.62 

平均値3.62 



【北上市】 施策評価シート（Ｈ28年度実施事業）

◆成果達成状況の分析

●

●

◆コストの把握 （単位：千円）

◆成果達成状況の要因考察

◆現在の課題

◆今後の展望（施策展開、事務事業の見直し等）

132,112 138,766

Ｈ27 Ｈ28

2.概ね順調

①妊娠期から把握した心身の健康課題や生活環境の課題に対して、産後や子育て期に渡り包括的に支援する体制の整備を
進めていく

②妊産婦に対する支援を充実強化するために新規に産後ケア事業や産後健診を関係機関と協議しながら進めていく。

③新規事業として妊娠を希望する方へ不妊治療費助成を検討していく。

　

外部環境（市を取り巻く環境の要因：
市民ニーズ、社会経済情勢等の視点）

①妊婦健診や乳幼児健診を受診する意識が市民に根付い
ている。

うち「政策」事業費

人件費(b) 82,319

相談されることが多い内容や月齢にあった情報提供のためにパンフレットを整備してい
る。
乳幼児健診未受診者については医療機関や保育園や幼稚園等と連携して状況把握して
いる。

単年度の
達成状況

投
入
コ
ス
ト

種　　類 Ｈ26
直接事業費(a) 102,689

うち「業務」事業費 52,896

最終年度の
達成状況

92,357

フルコスト(a+b+c) 185,008 185,710

公債費・減価償却費等(c)

95,209
90,50197,336

189,693
50,927 49,537

136,173

内部要因（施策実施過程の要因：
財務、職員、組織等の視点）

①無料で妊婦健診を受診できるように、妊娠届出した方に妊婦
健康診査受診票を１４枚交付している。

②妊娠届出時にアンケートにより、妊婦の心身の健康課題や生
活環境の課題をアセスメントし、支援が必要な妊婦については関
係機関と情報共有している。

③乳幼児健診では親子の困りごとや支援ニーズを把握し、明確
になった健康課題に沿った支援を適宜関係機関と情報共有しな
がら行っている。

④４か月児健診では子育てコンシェルジュを相談スタッフとして配
置し、子育てサービスに関する個別相談に対応している。

⑤１歳６か月児健診では発達相談員を相談スタッフとして配置
し、個別相談に対応している。

①妊娠届出時や乳幼児健診等で把握した心身の健康課題や生活環境の課題に関して個別対応しているが、母子保健領域だ
けで解決できない複雑化したケースが目立ってきており、安心安全な出産や育児を包括的に支援する体制整備の必要性があ
るが、現在は体制構築されていない。

②妊娠届時や乳幼児健診等で把握された養育支援家庭のうち妊産婦へ支援する割合が増加していることから、妊産婦の支援
を充実強化するための事業が不足している。

③市民から不妊に関する相談機関の設置や妊娠を希望する方の不妊治療費助成について要望があるものの、体制ができてい
ない。

3.遅れている

2.概ね順調

3.やや遅れている

4.遅れている

1.順調

妊婦健診率と１歳６か月健診の受診率は最終目標に到達しているが、４か月児健診の受
診率は目標値を若干下回っている。

理由（上段：指標に基づくもの、下段：その他）1.順調



【北上市】 施策評価シート（Ｈ28年度実施事業）

◆施策構成事務事業

※貢献度は、施策を構成する「政策」系事業の中で相対評価します。
※目標達成状況は、事務事業(類型5・6)の目標達成状況について、「順調」「概ね順調」「遅れている」の３つの視点で評価します。
※方向性は、事務事業(類型5・6)の今後の方向性について、「拡充」「継続」「縮小」「廃止・休止」「完了」
　 の５つの視点で評価します。

◆施策を実現するために事務事業が適切に構成されているか／見直すべきものはないか

事後評価結果
方向性

フルコスト
（千円）

9,332

29,728

6,601

3,876

3,781

84,614

24,958

一般

一般

一般

一般

健康増進課

健康増進課

健康増進課

子育て支援課

健康増進課

健康増進課

会計
区分

担当課

一般

一般

一般

一般

一般

妊婦･乳児個別健康診査事業

子育て支援事業

乳幼児集団健康診査事業（４月、１０月、２歳６月児）

妊産婦乳幼児訪問相談事業

目標達成状況
貢献度

業務 － － －

事務事業名称
（評価事業）

－

事業
区分

業務 －

－

－

－

政策

母子健康手帳交付業務

乳幼児集団健康診査事業（１歳６月、３歳６月児）

未熟児養育医療給付事業 －

業務 － －

婦人相談員設置事業

妊婦歯科保健事業 政策 順調 維持 中

業務 －

順調

高

維持 高

政策 概ね順調 維持健康増進課

健康増進課

中

政策 概ね順調 維持 低

政策

健康増進課

13,131 概ね順調 維持

9,689

事務事業は適正に構成されている。

合　　　　計 185,710 （千円）



事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

事 業 の 担 当 課 保健福祉部健康増進課 ■担当係 母子保健係

046

評 価 事 業 名 称 妊婦･乳児個別健康診査事業

040200評価事業コード - ■会計区分 一般会計

事 業 の 類 型 05 ソフト事業（任意） ■政策・業務区分 政策

■政策 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまちづくり

■基本施策 子育て環境の充実

■施策 母子の健康の確保及び増進

01

01

06

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

１．基本情報

法令の根拠区分 法令に定めはあるが任意の自治事務

法 令 等 の 名 称
母子保健法　発達障害者支援法、子ども・子育て支援法

関連計画の名称
北上健康づくりプラン、北上市子ども・子育て事業計画、北上市障がい者プラン

事 業 の
目 的 と 概 要

妊娠中の異常を早期に発見し母体の保持増進を図る。乳児期に疾病や障害を発見する
とともに、子どもの健康を把握し、親が安心して子育てをすることができるようにする。妊
婦・乳児一般健康診査票を交付し、健康診査を医療機関に委託実施する。（妊婦～子宮
頸がん検診１枚・妊婦健診14枚　　乳児健診３枚）

■

２．細事業の活動実績情報

３．投入コスト情報

直 接 事 業 費

人 件 費

そ の 他 （ 公 債 費 ・
減 価 償 却 費 等 ）

フ ル コ ス ト

78,404

7,329

85,733

75,286

5,278

80,564

79,183

4,096

83,279

77,795

6,819

84,614

備考

４．評価指標等の状況

（単位：千円）

■

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

■

■

■

■

■

■

■

事 業 開 始 年 度 平成22年度■

細事業
コード

細事業
名称 事業の対象 平成 28 年度事業量実績平成 28 年度事業計画

01 妊婦健康診
査事業

妊婦 ・子宮頸がん検診(１人1枚発行)
　使用
率　99.0%
交付者(枚)数　840人

・一般健
康診査票(１人14枚発行)
使用率　82%
交
付者数　840人

・子宮頸がん検診

使用率　99.6％
交付
者（枚）数　714人　受診者（枚）数　711
人　何らかの処置あり　延23人
・一般健
康診査受診票
使用率　83.7％　交付者
数　756人　
交付枚数　10,271枚
　利用
（受診）枚数　8,594枚　
有所見者件数　
延1057件

02 乳児個別健
康診査事業

乳児 乳児一般健康診査票（１人３枚発行）使
用率91．0％交付者数900人

乳児一般健康診査票（１人３枚発行）
使
用率86.4％　交付者数774人　交付枚数
2,249枚　利用枚数1,943枚　有所件数
118件

1/2



事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

達成状況の分析

妊婦一般健康診査受診票については流産や予
定日前の出産により使用率は83.7％となってい
る。乳児一般健康診査受診票の使用率が前年
に比較して3.7％減少している。

問題点・課題等

乳児一般健康診査受診票の使用率が低下した
原因を分析する必要がある。

５．事後評価（「政策」事業類型5・6のみ）

３．国・県・民間との競合関係の有無

類似の事業はない

類似の事業はあるが競合はない

類似の事業があり競合する

８．実施主体の代替性

民間委託等の拡充は難しい

民間委託等の拡充が十分に可能

全部委託や実施主体の移行が可能

４．事業へのニーズの変化

ニーズが高まっている

ニーズは変わらない

ニーズが低下している又は合致しない

１．直接的な受益者の範囲

不特定多数に及ぶ

特定されるが多数に及ぶ

特定少数に限定される

２．事業廃止の影響

大きな不利益やリスクが生じる

ある程度の不利益やリスクが生じる

不利益やリスクは小さい

９．経済性・効率性の向上

今以上の効率化や改善は難しい

効率化や改善を図ることは十分に可能

効率化や改善の余地が大きい

■目標達成状況

Ａ．順調

Ｂ．概ね順調

Ｃ．遅れている

■今後の方向性

Ⅰ．拡充 Ⅳ．廃止・休止

Ⅱ．継続 Ⅴ．完了

Ⅲ．縮小

■事業の見直し方策（評価項目２,４の補足説明含む）

県内の市町村の動向を見ながら検討していく。

５．施策の改善需要度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

７．他市町村に比較しての優位性

先進的またはユニークな事業である

他と同程度の事業である

遅れている事業である

６．施策の優先度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

指標
コード

指標名 指標の説明28年度27年度26年度25年度

01 妊婦一般健康診査受診票使
用率

使用率は、年度使用枚数/
年度交付枚数。

83.7%82.1%78.7%80.4%

02 乳児一般健康診査受診票の
使用率

使用率は、年度使用枚数/
年度交付枚数。

86.4%90.1%90.7%83.2%

03 周産期死亡率 妊娠22週以降の死産数+早
期新生児死亡数(生後1週
間未満の死亡）÷出産（出
生＋妊娠22週以降の死産）
数×1,000　

未確定5.4%1.33.6

04 妊婦使用率１％あたりコスト （フルコスト/２）÷使用率507.2544.7533.2

05 乳児使用率１％あたりコスト （フルコスト/２）÷使用率462.1472.6515.2

2/2



事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

事 業 の 担 当 課 保健福祉部健康増進課 ■担当係 母子保健係

048

評 価 事 業 名 称 乳幼児集団健康診査事業（４月、１０月、２歳６月児）

040200評価事業コード - ■会計区分 一般会計

事 業 の 類 型 05 ソフト事業（任意） ■政策・業務区分 政策

■政策 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまちづくり

■基本施策 子育て環境の充実

■施策 母子の健康の確保及び増進

01

01

06

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

１．基本情報

法令の根拠区分 法令に定めはあるが任意の自治事務

法 令 等 の 名 称
母子保健法、発達障害者支援法、子ども・子育て支援法

関連計画の名称
北上市健康づくりプラン、北上市子ども・子育て支援事業計画・北上市障がい者プラン、
北上市環境基本計画

事 業 の
目 的 と 概 要

疾病や障害の早期発見、健やかな発育・発達を促す。問診、計測、診察(内科・歯科）、歯
科・栄養・保健指導(２歳６ヶ月は医師診察なし、遊びのコーナー、心理相談設置）

■

２．細事業の活動実績情報

３．投入コスト情報

直 接 事 業 費

人 件 費

そ の 他 （ 公 債 費 ・
減 価 償 却 費 等 ）

フ ル コ ス ト

3,787

23,221

27,008

3,804

22,564

26,368

4,293

22,564

26,857

3,163

21,795

24,958

備考

４．評価指標等の状況

（単位：千円）

■

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

■

■

■

■

■

■

■

事 業 開 始 年 度 平成3年度■

細事業
コード

細事業
名称 事業の対象 平成 28 年度事業量実績平成 28 年度事業計画

01 乳幼児集団
健康診査事
業（４月、１０
月、２歳６月
児）

4か月・ 10か
月・２歳6か月
児

・4か月　対象児数　850人

・10か月　対
象児数　850人
・2歳6か月　対象児数
　850人

・4か月
対象児数：713人、受診児数：694
人、
受診率：97.3％

・10か月
対象児数：
721人、受診児数：702人、
受診率：
97.4％

・2歳6か月
対象児数：800人、受
診児数：783人
、受診率：97.9％心理相
談件数96人

指標
コード

指標名 指標の説明28年度27年度26年度25年度

子育てが楽しいと思える人の
割合

受診者のうち子育てが楽し
いと思える人の割合（3つの
健診の平均値）

83.284.7

1/3



事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

達成状況の分析

受診率は高い水準を維持している。未受診者対
策として必ず連絡を取るように努めている。

問題点・課題等

育児に不安を抱える家庭の増加、核家族・母子
家庭・父子家庭等育児支援を必要とする家庭が
増加している。支援内容も幅広く多様なため、支
援者もそれに対応するためのスキルが求められ
ている。

５．事後評価（「政策」事業類型5・6のみ）

３．国・県・民間との競合関係の有無

類似の事業はない

類似の事業はあるが競合はない

類似の事業があり競合する

８．実施主体の代替性

民間委託等の拡充は難しい

民間委託等の拡充が十分に可能

全部委託や実施主体の移行が可能

４．事業へのニーズの変化

ニーズが高まっている

ニーズは変わらない

ニーズが低下している又は合致しない

１．直接的な受益者の範囲

不特定多数に及ぶ

特定されるが多数に及ぶ

特定少数に限定される

２．事業廃止の影響

大きな不利益やリスクが生じる

ある程度の不利益やリスクが生じる

不利益やリスクは小さい

９．経済性・効率性の向上

今以上の効率化や改善は難しい

効率化や改善を図ることは十分に可能

効率化や改善の余地が大きい

■目標達成状況

Ａ．順調

Ｂ．概ね順調

Ｃ．遅れている

■今後の方向性

Ⅰ．拡充 Ⅳ．廃止・休止

Ⅱ．継続 Ⅴ．完了

Ⅲ．縮小

■事業の見直し方策（評価項目２,４の補足説明含む）

対応スタッフや開催回数の見直しを検討

５．施策の改善需要度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

７．他市町村に比較しての優位性

先進的またはユニークな事業である

他と同程度の事業である

遅れている事業である

６．施策の優先度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

01 受診率 健診の受診率は97％前後
で推移。未受診の主な理由
は医療管理中。H22は、震
災のため2歳6か月健診が1
回中止となり、対象者を翌
月健診に振り分けたが、そ
の分が入らない年度末集
計のため受診率が低下。

97.596.297.097.0

02 開催回数 各健診月3回実施。H22は、
震災のため、2歳6か月健診
が1回中止となった。H27よ
り２歳６か月児健診の会場
を健康管理センター１か所
の３回開催とする。

１０８回１０８回１０８回１０８回

03 集団健診に来て良かったと思
う人が増える

集団健診に来て良かったと
思う人/集団健診を受けた
人×100　平成25年度から
はアンケートによる集計を
止め、問診票から別の指標
を抽出

04 受診率1%当りのコスト 256千円279千円272千円278千円

05 1回開催当りのコスト 232千円249千円244千円250千円

2/3



事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

事 業 の 担 当 課 保健福祉部健康増進課 ■担当係 母子保健係

050

評 価 事 業 名 称 妊産婦乳幼児訪問相談事業

040200評価事業コード - ■会計区分 一般会計

事 業 の 類 型 05 ソフト事業（任意） ■政策・業務区分 政策

■政策 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまちづくり

■基本施策 子育て環境の充実

■施策 母子の健康の確保及び増進

01

01

06

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

１．基本情報

法令の根拠区分 法令の努力義務（自治事務）

法 令 等 の 名 称
母子保健法、子ども・子育て支援法

関連計画の名称
北上市子ども・子育て支援事業計画、北上市健康づくりプラン

事 業 の
目 的 と 概 要

タイムリーに適切な対応をすることにより不安を解消し、安心して妊娠・出産・育児期を過
ごすことができる。育児困難・虐待を予防する。①保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士
等の訪問、所内及び電話相談②発達の遅れや疑いある子の発達相談■

２．細事業の活動実績情報

３．投入コスト情報

直 接 事 業 費

人 件 費

そ の 他 （ 公 債 費 ・
減 価 償 却 費 等 ）

フ ル コ ス ト

2,354

14,505

16,859

2,073

13,309

15,382

2,476

13,851

16,327

1,141

11,990

13,131

備考

４．評価指標等の状況

（単位：千円）

■

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

■

■

■

■

■

■

■

事 業 開 始 年 度 平成3年度■

細事業
コード

細事業
名称 事業の対象 平成 28 年度事業量実績平成 28 年度事業計画

01 妊産婦乳幼
児訪問相談
事業

必要及び希望
する妊産婦、
乳幼児とその
家族

訪問（保健師・助産師）　
　低体重児
（2,000グラム以下）
　母親への訪問

健康
相談（健康管理センター・江釣子保健セ
ンター・本庁窓口）
こんにちは赤ちゃん
訪問（民生児童委員）
・発達相談

訪問件数（延）481件　

健康相談（延）
2,937件　

こんにちは赤ちゃん訪問（実）
528件　
低体重児訪問指導（再掲）　13
件　
発達相談（延）119人

指標
コード

指標名 指標の説明28年度27年度26年度25年度

01 相談件数 内訳　訪問件数＋相談件
数（助産師電話含む）＋　
発達相談件数＋民生委員
訪問件数
1件に時間かかる
ケースが増え、件数だけで
は指標推移見えにくい
。

4,065件4,172件4,311件4,703件

03 ４か月健診未受診児の把握
率

未受診状況の把握ができ
た児数/未受診児数×100　
乳児家庭全戸訪問に関連
して把握している

100％100％100％91.7％(２人)未
受診数24人
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事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

達成状況の分析

訪問助産師の採用希望がなかったため訪問件
数が減少した。特定妊婦については医療機関に
情報提供している。また養育支援が必要な産婦
には入院中に医療機関に訪問し、自宅に戻って
からの支援につながっている。

問題点・課題等

妊産婦の生育歴・病歴・経済状況・周囲の支援
環境等の問題による養育不安家庭が増加してい
る。助産師等専門職の配置や関係機関との連携
強化が必要である。子育て世代包括支援セン
ター開設に向けた検討が必要である。

５．事後評価（「政策」事業類型5・6のみ）

３．国・県・民間との競合関係の有無

類似の事業はない

類似の事業はあるが競合はない

類似の事業があり競合する

８．実施主体の代替性

民間委託等の拡充は難しい

民間委託等の拡充が十分に可能

全部委託や実施主体の移行が可能

４．事業へのニーズの変化

ニーズが高まっている

ニーズは変わらない

ニーズが低下している又は合致しない

１．直接的な受益者の範囲

不特定多数に及ぶ

特定されるが多数に及ぶ

特定少数に限定される

２．事業廃止の影響

大きな不利益やリスクが生じる

ある程度の不利益やリスクが生じる

不利益やリスクは小さい

９．経済性・効率性の向上

今以上の効率化や改善は難しい

効率化や改善を図ることは十分に可能

効率化や改善の余地が大きい

■目標達成状況

Ａ．順調

Ｂ．概ね順調

Ｃ．遅れている

■今後の方向性

Ⅰ．拡充 Ⅳ．廃止・休止

Ⅱ．継続 Ⅴ．完了

Ⅲ．縮小

■事業の見直し方策（評価項目２,４の補足説明含む）

県内の市町村の動向を把握しながら、人材確保を含めて検討して
いく。また子育て世代包括支援センター設置に向けては子育て支援
課と協議しながら検討する必要がある。

５．施策の改善需要度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

７．他市町村に比較しての優位性

先進的またはユニークな事業である

他と同程度の事業である

遅れている事業である

６．施策の優先度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

04 相談１件当たりコスト フルコスト÷相談件数3,230円3,913円3568円3585円
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(6) 1-1-6母子の健康の確保及び増進                （健康増進課、子育て支援課）  

 

 保健・医療福祉及び教育分野間の連携を図り、母子保健施策を充実し、子どもや母親の健康の保持増進と安

全・安心の確保を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆成果指標◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 主な取組内容（市の役割） 

①母子保健の推進 

各種感染の恐れがある病気予防のための予防接種や新生児期からの月齢に応じた乳幼

児健康診査受診の促進、妊婦健康診査、妊婦歯科検診費用の助成を行い、母子の健康管

理を支援します。 

・予防接種事業、妊婦・乳幼児個別健康診査事業 

②育児支援の充実 

妊産婦の育児不安を取り除くため、妊婦の健康教育のほか、乳幼児の全戸訪問や乳幼児

の健康教育などを実施し、子育て不安の解消を図ります。 

・妊産婦・乳幼児訪問相談事業 

・子育て支援事業 

③配偶者からの暴力防止対策 

の推進 

県や関係団体等と連携し、ＤＶの根絶に向けた意識啓発や婦人相談員の配置など、相

談・保護体制の充実を図り、被害者の自立を支援します。 

・婦人相談員設置事業 

 

項目 
現状値 

（平成27年３月） 
中間目標値 

（平成30年度） 
目標値 

（平成32年度） 

妊婦健診率 78.7％ 79.0％ 79.0％ 

乳幼児健診受診率（４カ月） 97.0％ 98.0％ 98.0％ 

乳幼児健診受診率（１歳６カ月） 98.7％ 98.5％ 98.5％ 

低体重児出生率 
11.6％ 

（平成25年度） 
9.1％ 9.1％ 

 

 
■私たちにできること（まちづくりの担い手としての取り組み） 

市 民 

（地域、市民団体等含む） 

・子育て中の方々へ優しい目と声をかける 

・妊婦健診等を積極的に受診し、母子の健康保持へ自ら取り組む 

企 業 

（事業所、生産者等含む） 
・育児休暇制度の積極的活用など、母子の健康にも配慮した職場環境づくりの推進 

 

役割の意識 

市民 企業 行政 

○ ● ◎ 

 

総合戦略 



【ロジックモデル】 

■ロジックモデル                                  
 
政策の基本目標１ 子育てと医療・福祉の充実した明るく健やかなまち 

 
◆基本施策１－１ 子育て環境の充実 

 

 

 

※ ロジックモデルとは、それぞれの施策がその目的を達成し、成果を上げるまで
のプロセスを論理的に説明（確認）するためのツールです。 

み
ん
な
が
す
こ
や
か
に
子
育
て
で
き
る
ま
ち 

働きながら子育
てしやすい保育
環境が整い、だ
れもが安心して
子どもを育てら
れる 

育児に対しての
精神的・経済的
不安が少なく、
親と子ども達が
健康に暮らせる 

育児相談が気楽
にできる環境が
整い、地域とと
もに責任をもっ
て子どもを育て
られる 

幼稚園・保育園
の子育て環境が
整い安心して子
どもを預けるこ
とができる 

地域で互いに支え
あい知恵を出し合
って、誰もが安心し
て暮らせる 

障がい児の健全
な発達が支援さ
れ、身近な地域
で安心して生活
できる 
 

出産に対しての不

安がやわらぎ、だれ

もが安心して子ど

もを産むことがで

きる 

ＤＶが根絶され、安
心して暮らせる 

働く親への理解が
進み、子育てしやす
い職場環境が整備
される 

乳幼児や児童をニ
ーズに応じて、安心
し預けることがで
きる 

医療や子育てに係
る経済的負担が軽
減される 

子育て支援を受け
る人支援をする人
が増える 

子育てについて相
談や支援を受ける
ことができるよう
になる 

地域の教育・保育施
設が活用され、ニー
ズに合わせて子ども
を預かることができ
るようになる 

幼稚園と保育園の連
携が図られ、きめ細
やかな指導が行われ
る 

施設が整備され、快
適な園生活を送るこ
とができる。 

虐待児童の発見・対
応、育児不安への相
談ができるようにな
る 

障がい児へのサポー
トや保護者への支援
が行われる 

母子の健康につい
て、予防や相談がで
きるようになる 

ＤＶ被害者が相談で
きる場がある 

ワークライフバランス啓発事
業 

男女共同参画講座開催事業 

乳児保育、延長保育、一時保育、
障がい児保育、病児・病後児保
育事業 

小規模等保育事業 

放課後児童健全育成 
 

学童保育所運営費助成事業 

乳幼児、児童、妊産婦家庭等医
療費給付事業 

私立幼稚園就園奨励費補助金 

母子父子自立支援給付金事業、
児童扶養手当事業、ひとり親家
庭医療費給付事業 

 
ファミリーサポートセンター
事業 

地域子育て支援センター事業 

私立保育所・私立幼稚園・認定
こども園運営費助成事業 

幼児教育推進事業 

幼稚園・保育園等施設の整備事
業、幼稚園・保育園備品の整備 

北上市要保護児童対策地域協
議会の取り組み 

乳幼児健康診査事業、障がい児
発達相談支援事業 
 

障がい児発達地域支援事業、児
童発達支援事業 

児童手当給付 
 

予防接種事業、妊婦・乳幼児個
別健康診査事業 

妊産婦・乳幼児訪問相談事業 

子育て支援事業 

婦人相談員設置事業 

子育てと仕事の両立の
支援 

子育てしやすい職場環境
の促進 

保育サービスの充実 

児童の健全育成 

経済的支援の充実 

母子・父子家庭等の支援 

市民による子育て支援の
充実 

子育て中の親が交流等で
きる場づくり 

私立保育所及び幼稚園へ
の支援 

幼保小連携の充実 

施設環境の整備 

児童虐待防止対策の充実 

障がいの早期発見・早期療
育の充実 

母子保健の推進 

育児支援の充実 

配偶者からの暴力防止対
策の推進 

子育て家庭等への支援 

地域における子育て支
援の推進 

子どもの健やかな成長
をはぐくむ環境の整備 

保護や支援を要する児
童へのきめ細かな取り
組みの推進 

母子の健康の確保及び
増進 

施 策 方 向 事 業 
直接の効果 
(短期成果) 中期成果 

長期効果 
(最終成果) 

保育料軽減事業 

利用者支援事業 
子育てに関する情
報が受けやすくな
る 

家庭児童相談室設置事業 



 

 

外部評価シート（施策・事務事業） 

 

■１．対象施策 

施策名 雇用環境の向上 
担当部 

商工部 

総合計画での 

位 置 付 け 

政  策 03 ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 

基本施策 04 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上 

施  策 01 雇用環境の向上 

総合計画における

施 策 の 方 針 

公共職業安定所や北上雇用対策協議会と連携を図り、的確な雇用状況を把握し、求

職及び求人の両面から支援するとともに、当地域に就職を希望する高校新卒者等若年

者を支援し、地元への定着を図ります。 

 

■２．施策評価（政策評価委員会の評価） 

【施策の成果は明確に定義されているか】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【成果の定義】 

一般求職者、高校生などの若者、女性、障がい者など就労意欲のある多様な働き手が、就業に至るまでの

様々な機会を利用し求人事業所とのマッチングが図られ、北上市内で安心して働き続けることができる。 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) ロジックモデルの中間成果「雇用環境が向上し、安定した雇用が確保されている」

に対応し、概ね適切な成果の定義になっている。 

(2) 現状で大きな問題はない。ただし、現在の雇用情勢を踏まえると、今後は求職者

の就職よりもむしろ、採用側の人材確保の方が重要になってくることを念頭に置い

ておく必要がある。 

(3) 求職側だけでなく求人側から見た成果の記述も必要ではないか。 

 

 

 

【評価指標の設定は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【評価指標】 

指標№１＿北上管内新卒者の当市及び近隣市町への就職内定率 

指標№２＿北上市無料職業紹介マッチング数 

指標№３＿市内企業の障がい者雇用率 

指標№４＿北上公共職業安定所新卒者（高卒者）自所受求人数 

 



 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 施策の成果として謳っている、一般求職者、女性、障がい者がそれぞれ北上市内

で安心して働き続けることができているかを測定する指標が設定されていない。 

(2) 一般求職者や女性の就職に関する指標がない。 

(3) 離職に関する指標、求人側から見た成果の指標もある方がよい。 

(4) 施策の成果の定義に概ね対応したものとなっているものの、大学等卒業者の動向

に関する指標設定に向けて、何らかの工夫が必要と思われる。 

(5) No.２の指標は不要と思われる。データはないとのことであったが、市内企業の

雇用充足率を把握できるとよい（主要企業に対する定期的アンケート調査により把

握することは可能）。 

(6) 指標 No.３の障害者雇用率は、就職を希望する障害者の数を分母にする方がよい。 

(7) 指標 No.４の高卒者求人数は、指標 No.１の高卒者就職内定率につながる中間ア

ウトカムの指標なので、重要度 40％は高すぎる。 

 

 

 

 

 

【成果達成状況の要因考察や課題の把握は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【成果達成状況の分析（Ｈ28 最終年度）】 

概ね順調 

【要因考察＿外部環境】 

①新規高卒者の内定率は６年連続で 100％を達成し、就職希望者が確実に就職につながっている。 

②復興需要を含め、景気は安定的に推移してきており、企業活動は全般的に活発で企業の採用意欲も高い。 

【要因考察＿内部要因】 

①北上雇用対策協議会や北上公共職業安定所と連携し、企業ガイダンスや情報交換会を開催することで、

学校・学生側へ管内企業の理解促進と地元定着を働きかけている。 

②無料職業紹介については、マッチングのためのサイトを運営しているが、積極的な職業あっせんを行う

ことができていないため、マッチングには結びついていない状況が続いている。 

③北上市、西和賀町、北上商工会議所の負担で運営されている北上雇用対策協議会の事務局を課員が兼務

し、雇用対策全般の業務にあたっている。 

④北上雇用対策協議会内に人材確保コーディネーターを１名配置し、インターンシップの強化など人材確

保のための取り組みを行った。 

【課題及び改善を要する事項】 

①通勤圏内に６割近い高卒者が就職しており一定の地元定着が図られているものの、北上公共職業安定所

管内の就職率は未だ県内他地域に比べ低く、目標達成のためには、更なる地元企業への理解促進が必要

となっている。 

②少子化の進行により恒常的な人手不足が続いており、求人が充足されていない。 

③北上地域の企業情報の周知・ＰＲが不足しており、市外からの人材受入が進んでいない。 

 



 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 評価指標が適切に設定されておらず、要因考察や課題把握も的確に行われていな

い。また、データ取得にかかる調査も十分に行われていないため、要因考察が表層

的なものになってしまっている。 

(2) 成果の定義で、女性、障がい者と対象が明記されているにもかかわらず、要因考

察や課題分析での掘り下げが不足している。課題の中に、少子化の進行による恒常

的な人材不足、企業情報の周知・ＰＲ不足が挙げられているが、ここでは、このよ

うな一般論ではなく、具体的な取り組み内容についての分析結果を記載すべきであ

る。 

(3) 「成果達成状況の要因考察」について、内部要因③④は、どの成果のどのような

達成状況の要因を考察しているのか分かりにくい。また、女性・障害者の就職につ

いても記述すべき。 

(4) 要因考察や課題の記載として、大学等卒業者向けの取り組みに関する内容が含ま

れているが分かりにくい。 

(5) 内部要因④のインターンシップの実施内容（補助金や助成のこと）を記述してほ

しい。インターンシップ実施企業数を増加する具体的検討の必要性がある。 

(6) 「現在の課題」について、要因考察を踏まえていない。また、「現在の課題」の

②は要因考察の外部環境、③は同じく内部要因ではないか。 

(7) 現状の認識や課題の把握は適切になされている。ただし「現在の課題」で、管内

の就職率が他地域に比べて低いため「更なる地元企業への理解促進が必要」と書か

れているが、就職率が低いのは理解不足が主な理由ではないと思われる。 

(8) 「成果達成状況の分析」について、新卒者の就職内定率は増加傾向と記載されて

いるが、中長期的にも横ばいのように見える。また、新卒者の就職内定率・求人数

以外についても記述すべき。 

 

 

 

【市の今後の方針は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【今後の展望】 

①管内の高校生に対し、学校の場を活用した管内事業所の理解促進の取り組みを強化する。 

②新卒者の早期の離職防止と地域経済を担う就業者のスキルアップを図るため、企業向けの人材育成セミ

ナーを強化する。 

③ジョブカフェさくらの運営については、若年層の未就職者や中高年の就業支援、子育て中の女性の復職

支援など、求職者の掘り起こしを強化し、事業所の人材確保・定着を支援する。 

④インターンシップ受入事業所の開拓と受入プログラムを継続して行うとともに、インターンシップに係

る交通費助成の周知を強化し、大学生の管内への取り込みを図る。 

⑤県内の高校生に対し、北上市の企業情報を提供することにより市内企業への就職者を増加させ、県外へ

の人材流出の抑制を図る。 

⑥地域内だけでの人材確保が困難なことから、首都圏等から人材を呼び込むため、採用試験に係る交通費

や引っ越し費用を助成する女性ＵＩターン定住促進事業を展開する。 

 



 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 評価指標の設定が適切に行われていないことに起因する。 

(2) 要因考察や課題の記載内容の見直しが必要な状況にあり、特に課題の記載内容が

不十分なものとなっている面があるため、それらの内容と今後の展望が一致してい

るのか分かりにくい部分がある。 

(3) 「今後の展望」の②③④は「現在の課題」を踏まえていない。 

(4) 「今後の展望」の⑥の目的は人材確保か少子化対策か不明確である（人材確保な

ら女性に限定しない方がいい）。 

(5) 障害者の就職に関する記述がない。 

(6) ジョブカフェさくらの事業内容とハローワークとの差違を明確に記載する。同質

のサービスは統合する方がよい。 

(7) 項目を整理する余地がある（①と⑤は高校生の就職に関するものなので並べるな

ど）。 

(8) 「今後の展望」に掲げられている個々の方向性は良い。しかし、本施策は重要な

施策であるわりには低予算しか配分されていないので、政策効果を上げていくこと

をめざすのであれば、資源配分の再検討も必要である。 

 

 

 

■３．施策評価総括意見 

政策評価委員会の評価 

総括意見 

(1) 障がい者の就労環境の充実は、福祉課でも実施しているのに、この施策の構成事務事業

一覧には掲載されていない点は改善すべきである。 

(2) 一般求職者、高校生などの若者（含大学等卒業者）、女性、障がい者などの多様な働き

手に対応した事務事業が行われているものと思われるが、それぞれの取り組み状況と成果

に関する評価としては、やや曖昧な表記となっており、要因考察、課題の明確化及び今後

展望に至る流れに一貫性を欠いている印象がある。 

(3) 人材確保コーディネーター、インターンシップ、ジョブフェアー実施を進めている取り

組みをもっとアピールするべきである。 

(4) 従来の前提に基づけば、施策は適切に実施されており、課題も的確に把握されている。

しかし、現在は雇用や就業をめぐる状況が大きく変わりつつあるので、今後は本施策のあ

り方自体を見直すことが必要になる。 

(5) 「総括意見」というよりも「その他」として、「施策を実現するために事務事業が適切

に構成されているか」の欄には、事業が不足していることを記述すべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■４．事務事業評価 

事務事業名 北上地域人材確保定着サポート事業 担当部課名 
商工部産業雇用支援課 

（旧 工業振興課） 

項目 評価 

事務事業評価シー

トの記載内容に対

する評価 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 「事業の目的と概要」について、記述が分かりにくい（３つの文のうち、第１文

の「求職者の職業相談等」、第２文の「人材育成事業」が、それぞれ第３文の「ジ

ョブカフェさくら」、「人材育成セミナー」である、と一応理解したが、分かりに

くい）。また、２行目の「地域経済の活性化」は１つの事業の目的としては大きす

ぎる。 

(2) 人材育成セミナーの成果が何たるかを明らかにしたうえで、評価指標に反映させ

る必要がある。 

(3) 評価指標にある「人材育成セミナー参加人数」については、参加者からの効果の

評価として、「満足度調査」を行った方がよいと思われる。また、定着率とその改

善に関する指標を加える必要があると思われる。 

(4) 「評価指標等の状況」について、人材育成事業については、指標 02 の参加人数

だけでなく、目的（スキルアップなど）の達成状況の指標もあった方がよい。 

(5) ジョブカフェさくらと人材育成事業のそれぞれについて、さらに踏み込んだ分析

が必要である（それぞれが具体的にどのような実施状況や結果であったかが説明さ

れていない）。 

(6) ジョブカフェさくらの必要性は記載されているが、ハローワークとの差違による

メリットが不明である。 

 

事務事業の改善に

関する意見 

(1) 人材確保に苦慮している事業所からの相談が増加していることに対して、どのよ

うな手立てを講じるのか、具体的に明らかにされたい。 

(2) 就労相談や各種セミナーを通じた取り組みは今後も重要なものと位置づけられ

ると思われ、特に、個別相談のニーズは高まるものと思われ、今後もさらに関係者

との連携を進める必要がある。 

(3) ジョブカフェさくらは、利用者に対して直接何らかのサポート機能を発揮するだ

けでなく、その運営を通じて就労支援に関する知見やノウハウを獲得していくこと

も必要である。 

(4) フルコストが 11,386 千円となっているが、効果のデータは不足しているとみら

れる。 

 

 

事務事業名 大学生等インターンシップ強化事業 担当部課名 
商工部産業雇用支援課 

（旧 工業振興課） 

項目 評価 

事務事業評価シー

トの記載内容に対

する評価 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 



 

 

委員の指摘事項 

(1) 「事業の目的と概要」について、記述がやや分かりにくい（人材確保コーディネ

ーターと交通費支給は別の文にした方がいい）。また、２行目の「地域経済の活性

化」は１つの事業の目的としては大きすぎる。そして、「細事業の活動実績情報」

に記載されている「ＵＩターン希望者相談」に関する記述がない。 

(2) インターンシップ受け入れ人数のほうが、指標としてわかりやすい。 

(3) インターンシップの参加者数、インターンシップと採用の実績を示す数値など、

評価指標の設定を工夫する必要があると思われる。 

(4) 「評価指標等の状況」について、インターンシップの受入人数、そのうち就職者

数などの指標もあった方がいい（全数把握が無理なら一部でも）。また、「ＵＩタ

ーン希望者相談」に関する指標がない。 

(5) 本事業によらずインターンシップを受け入れている企業数や参加学生の人数が

把握されていると更に良い。 

(6) 平成 28 年度から開始された事業なので単年度評価となる。インターンシップ学

生への補助・助成が実施されているが、限定された学生のみである。その、補助・

助成金の具体的に実施した内容を記述してほしい。 

 

事務事業の改善に

関する意見 

(1) 事業として緒に就いたばかりであるが、事後的に成果の評価ができるような仕掛

けをしておくべきである。 

(2) 大学等卒業者の採用に向けて、インターンシップは企業理解を深めるために非常

に重要かつ有効な機会と思われるので、実施及び参加状況と採用実績の把握を進め

るなど、取り組みを充実させていく必要がある。 

(3) 平成 28 年度から開始された事業であるため、今後も補助・助成金を継続してほ

しい。 

(4) 北上市以外の主体（例えば民間の主体など）も企業のインターンシップ受入れの

支援を行っている可能性があるので、そうした主体と連携することも視野に入れ

てはどうか。 

 

事務事業名 北上雇用対策協議会負担金 担当部課名 
商工部産業雇用支援課 

（旧 工業振興課） 

項目 評価 

事務事業評価シー

トの記載内容に対

する評価 

□ Ａ 適切 

□ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

☑ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 「事業の目的と概要」について、「産業の健全な発展」は、この事業の目的・概

要の欄に記入するには大きすぎる。 

(2) 昭和 42 年度から継続して実施している事業であるが、事業の概要に、現在は他

の類似事業との競合する点も多いので特色を記述する。 

(3) 「細事業の活動実績情報」について、「ジョブカフェさくらの運営」は別の事業

ではないか。 

(4) 就職相談会等参加者数だけでなく、参加者のうち内定に至ったものの割合や採用

された者の割合も本事業の重要な成果指標である。 

(5) 評価指標の中に、就職相談会等参加者数に加えて就職者数を追加することが望ま

しいように思われる。また、大学等卒業者の就職に関する指標、障がい者の雇用数



 

 

など実態を示す指標についても検討の余地があると思われる。 

(6) 「評価指標等の状況」について、就職相談会の参加者が就職した割合もあった方

がよい。また、大学生等の事業所見学会、障害者雇用企業意見交換会、高校２年生

向けガイダンスに関する指標もあった方がよい。 

(7) ジョブフェアーの参加企業数、参加者数を追加したほうがわかりやすい。 

(8) 管内就職率が県内他地区に比べて低い理由を大卒者の地元企業への無理解に帰

するのではなく、踏み込んだ原因分析が必要である。 

 

事務事業の改善に

関する意見 

(1) 本施策のうち最も事業費規模が大きいので、本来は負担金として事業を切り出す

のではなく、雇用対策協議会の事業を積極的に評価したほうがよい。 

(2) 協議会が事業の実施主体なので、その運営体制や運営手法について課題を把握

し、必要な改善を行っていくべきである。 

(3) 就職ガイダンス、就職相談会、事業所見学会等、開催回数と参加人数は把握され

ているが、その結果、就職数はどうなっているのか、実態を把握することで、より

効果的な事業の実施、取り組みに向けた改善点が浮かび上がってくるものと思われ

る。 

(4) 長期間にわたり商工会議所の負担金、企業からの賛助金等で運営している雇用促

進の事業である。北上市から民間委託を考え、事業の質的な改変を検討する時期で

はないだろうか。 

 

 

 



【北上市】 施策評価シート（Ｈ2８年度実施事業） 【資料№１－１】

03 - 04 - 01

◆総合計画での位置づけ ◆総合戦略での位置づけ

◆総合計画基本計画における施策の方針

◆市民意識調査結果（Ｈ28年度実施）基本施策単位のアンケート
　設問
　説明

　事業例

調査項目 算出値 順　位
①満足度 16 /30
②重要度 13 /30
③優先度 9 /30
④改善重要度 14 /30

上記調査の満足度に関する主な理由（自由記述）

◆施策の成果達成状況

※印の指標は総合計画（基本計画）に記載していないもの。　

　公共職業安定所や北上雇用対策協議会と連携を図り、的確な雇用状況を把握し、求職及び求人の両面から支援するととも
に、当地域に就職を希望する高校新卒者等若年者を支援し、地元への定着を図ります。

「地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上」についてうかがいます。

農林業や商工業、観光などの地域産業の担い手の育成に努めるとともに、働きやすい良好な就労環境の整備を促
進します。

・就職ガイダンス、ジョブカフェさくらの運営など就職を支援する事業を行いました

・子ども創造塾、工業匠祭など、ものづくりへの関心を高めるイベントを行いました

基本目標 北上との縁やつながり、地域資源を活かし、ひとの交流を生み出す「まち」を創る

施　　　策 女性や若者を中心としたＵ・Ｉターンの促進

40%

・青年就農者に対し年間150万円を最長５年給付する事業を行いました

施 策 に お け る
成 果 の 定 義

1
北上管内新卒者の当
市及び近隣市町への
就職内定率

№

北上管内新規高卒者の就職者数
に占める北上・花巻・水沢公共職業
安定所管内への就職内定率（括弧
内は北上市内新卒者の北上市内
への内定率）

60.0％57.3％
（37.6％）

55.2％
（42.3％）

58.0％
（42.3％）

△11.1%

60.0％

―

指　　標　　名
指標に関する説明

（把握方法・算定式・単位等）

指標の実績値 目標値（下段：達成率）
Ｈ26

(基準年度)
Ｈ27 Ｈ28

中間目標
（Ｈ30）

最終目標
（Ｈ32）

基本施策 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上

施　　　策 雇用環境の向上

若い世代の結婚の希望をかなえる安定就労と出会いの創出施　　　策

3.96

政策体系コード 政策統括監
施 策 名 雇用環境の向上 商工部長

政　　　策 ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 基本目標 北上で出会い、安心して子どもを産み育てられる「まち」を創る

―

2
北上市無料職業紹介
マッチング数

実数把握 １件 0件 0件
10件 10件

△11.1%

3
市内企業の障がい者
雇用率

雇用する障がい者の数÷雇用する
常用労働者の数

1.60％ 1.64％ 1.78％
1.80％ 2.00％

― ―

4
北上公共職業安定所
新卒者（高卒者）自所
受求人数

北上公共職業安定所公表数値 486人 594人 594人
400人 400人

[148.5％] [148.5％]

5

4.61
13.50
0.65

正規雇用の拡大を推進してほしい。

雇用環境が良くない、不満がある。
学生への支援やアプローチが必要。
ジョブカフェは不要。ハローワークと重複している。

10%

大卒新卒の若い人が求める仕事が市内には少ない。

40%40%

％

％

一般求職者、高校生などの若者、女性、障がい者など就労意欲のある多様な働き手が、就業に至るまでの様々
な機会を利用し求人事業所とのマッチングが図られ、北上市内で安心して働き続けることができる。

10%

6

指標
重要度

4.00

4.50

5.00

5.50

3.00 3.50 4.00 4.50

②
重
要
度

 

①満足度 

平均値4.62 

平均値3.62 
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【北上市】 施策評価シート（Ｈ2８年度実施事業） 【資料№１－１】

◆成果達成状況の分析

●

●

◆コストの把握 （単位：千円）

◆成果達成状況の要因考察

◆現在の課題

◆今後の展望（施策展開、事務事業の見直し等）

41,483 37,604

Ｈ27 Ｈ28

2.概ね順調

【指標に関するもの】
・管内の高校生に対し、学校の場を活用した管内事業所の理解促進の取り組みを強化する。

【指標以外のもの】
・新卒者の早期の離職防止と地域経済を担う就業者のスキルアップを図るため、企業向けの人材育成セミナーを強化する。
・ジョブカフェさくらの運営については、若年層の未就職者や中高年の就業支援、子育て中の女性の復職支援など、求職者の掘
り起こしを強化し、事業所の人材確保・定着を支援する。
・インターンシップ受入事業所の開拓と受入プログラムを継続して行うとともに、インターンシップに係る交通費助成の周知を強化
し、大学生の管内への取り込みを図る。
・県内の高校生に対し、北上市の企業情報を提供することにより市内企業への就職者を増加させ、県外への人材流出の抑制を
図る。
・地域内だけでの人材確保が困難なことから、首都圏等から人材を呼び込むため、採用試験に係る交通費や引っ越し費用を助
成する女性ＵＩターン定住促進事業を展開する。

外部環境（市を取り巻く環境の要因：
市民ニーズ、社会経済情勢等の視点）

【指標に関するもの】
・新規高卒者の内定率は６年連続で100％を達成し、就職希
望者が確実に就職につながっている。

【指標以外のもの】
・復興需要を含め、景気は安定的に推移してきており、企業
活動は全般的に活発で企業の採用意欲も高い。

うち「政策」事業費

人件費(b) 19,825

当市及び近隣市町への新卒者の就職内定率は前年より増加したものの、求人を充足する
水準には達していない。
※指標の設定時と現在で雇用情勢が変化しているため、指標に含まれない新たな課題等
への対応については下記に「指標以外のもの」として別に記載する。

単年度の
達成状況

投
入
コ
ス
ト

種　　類 Ｈ26
直接事業費(a) 24,824

8,377

うち「業務」事業費 11,543

最終年度の
達成状況

19,638

フルコスト(a+b+c) 53,026 48,335
8,057 7,746公債費・減価償却費等(c)

17,086
23,50319,459

47,154
9,550 9,882

38,453

内部要因（施策実施過程の要因：
財務、職員、組織等の視点）

【指標に関するもの】
・北上雇用対策協議会や北上公共職業安定所と連携し、企業ガ
イダンスや情報交換会を開催することで、学校・学生側へ管内企
業の理解促進と地元定着を働きかけている。
・無料職業紹介については、マッチングのためのサイトを運営して
いるが、積極的な職業あっせんを行うことができていないため、
マッチングには結びついていない状況が続いている。

【指標以外のもの】
・北上市、西和賀町、北上商工会議所の負担で運営されている北
上雇用対策協議会の事務局を課員が兼務し、雇用対策全般の業
務にあたっている。
・北上雇用対策協議会内に人材確保コーディネーターを１名配置
し、インターンシップの強化など人材確保のための取り組みを行っ
た。

【指標に関するもの】
・通勤圏内に６割近い高卒者が就職しており一定の地元定着が図られているものの、北上公共職業安定所管内の就職率は未
だ県内他地域に比べ低く、目標達成のためには、更なる地元企業への理解促進が必要となっている。

【指標以外のもの】
・少子化の進行により恒常的な人手不足が続いており、求人が充足されていない。
・北上地域の企業情報の周知・ＰＲが不足しており、市外からの人材受入が進んでいない。

3.遅れている

2.概ね順調

3.やや遅れている

4.遅れている

1.順調

新卒者の当市及び近隣市町への就職内定率は目標値に向かい増加傾向にある。
北上公共職業安定所自所受求人数も活発な企業活動を受け、増加している。

理由（上段：指標に基づくもの、下段：その他）1.順調
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【北上市】 施策評価シート（Ｈ2８年度実施事業） 【資料№１－１】

◆施策構成事務事業

※貢献度は、施策を構成する「政策」系事業の中で相対評価します。
※目標達成状況は、事務事業(類型5・6)の目標達成状況について、「順調」「概ね順調」「遅れている」の３つの視点で評価します。
※方向性は、事務事業(類型5・6)の今後の方向性について、「拡充」「継続」「縮小」「廃止・休止」「完了」
　 の５つの視点で評価します。

◆施策を実現するために事務事業が適切に構成されているか／見直すべきものはないか

事後評価結果
方向性

フルコスト
（千円）

9,882

8,943

11,386

4,627

2,520

8,832

2,145

一般

一般

工業振興課

工業振興課

工業振興課

工業振興課

工業振興課

会計
区分

担当課

一般

一般

一般

一般

一般

北上雇用対策協議会負担金

地元就業支援奨学金返還減免事業

目標達成状況
貢献度

業務 － － －

事務事業名称
（評価事業）

維持

事業
区分

政策 概ね順調

維持

維持

中

政策

北上高等職業訓練校管理運営事業

雇用対策事務

北上地域人材確保定着サポート事業 高

政策 概ね順調 低

大学生等インターンシップ強化事業

女性ＵＩターン定住促進事業 政策 概ね順調 維持 中

政策 順調

概ね順調 維持 低

政策 概ね順調 維持工業振興課

教育部総務課

高

事務事業は適切に構成されている

合　　　　計 48,335 （千円）
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事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

事 業 の 担 当 課 商工部工業振興課 ■担当係 雇用対策係

350

評 価 事 業 名 称 北上地域人材確保定着サポート事業

060100評価事業コード - ■会計区分 一般会計

事 業 の 類 型 05 ソフト事業（任意） ■政策・業務区分 政策

■政策 ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり

■基本施策 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上

■施策 雇用環境の向上

03

04

01

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

１．基本情報

法令の根拠区分 法令に特に定めのないもの

法 令 等 の 名 称

関連計画の名称

事 業 の
目 的 と 概 要

北上地域の有効求人倍率は上昇しているが、様々な背景で就職までに時間を要する求
職者も多いため、求職者の職業相談等を実施し、雇用につなげ地域経済の活性化を図
る。また、高校生の内定率は６年連続で100%を達成しているが、例年早期離職者が発生
しているため、地域の事業所を対象に人材育成事業を実施し、スキルアップと早期離職
防止を図る。北上雇用対策協議会への業務委託により、「ジョブカフェさくら」の運営、人
材育成セミナーを実施する。

■

２．細事業の活動実績情報

３．投入コスト情報

直 接 事 業 費

人 件 費

そ の 他 （ 公 債 費 ・
減 価 償 却 費 等 ）

フ ル コ ス ト

5

484

489

10,735

4,915

15,650

7,331

4,055

11,386

備考

４．評価指標等の状況

（単位：千円）

■

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

■

■

■

■

■

■

■

事 業 開 始 年 度 平成27年度■

細事業
コード

細事業
名称 事業の対象 平成 28 年度事業量実績平成 28 年度事業計画

01 北上地域人
材確保定着
サポート事業

若年者及び一
般の求職者

①ジョブカフェさくらの運営。
若年者を中
心とする求職者の就労支援機関として
相談員３名を配置。
カウンセリングや各
種セミナー実施。
②人材育成事業「階層
別セミナー」実施
北上地域の企業を対
象に新入社員・中堅社員の各階層で研
修実施。

①ジョブカフェさくらの運営。相談員３名
配置。利用者2,611人、就職決定者122
人。セミナー受講者165人
②人材育成セ
ミナー実施
50社・109人参加

指標
コード

指標名 指標の説明28年度27年度26年度25年度

01 ジョブカフェ利用者就職決定
者数

就職決定の報告があった
件数

122118

02 人材育成セミナー参加人数 109139
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事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

達成状況の分析

ジョブカフェさくらでの就労相談や各種セミナーの
開催により、若者や女性、中高年の就業をサ
ポートできている。また、人材育成セミナーは事
業所の人材育成支援並びに就労者のスキルアッ
プ、異業種交流の機会として有意義である。

問題点・課題等

有効求人倍率が高い状況が続いており、人材確
保に苦慮する事業所からの相談が増えている。
一方で、ジョブカフェさくらの利用者には就業まで
息の長い支援を必要とする方も多く、きめ細やか
な支援も必要である。

５．事後評価（「政策」事業類型5・6のみ）

３．国・県・民間との競合関係の有無

類似の事業はない

類似の事業はあるが競合はない

類似の事業があり競合する

８．実施主体の代替性

民間委託等の拡充は難しい

民間委託等の拡充が十分に可能

全部委託や実施主体の移行が可能

４．事業へのニーズの変化

ニーズが高まっている

ニーズは変わらない

ニーズが低下している又は合致しない

１．直接的な受益者の範囲

不特定多数に及ぶ

特定されるが多数に及ぶ

特定少数に限定される

２．事業廃止の影響

大きな不利益やリスクが生じる

ある程度の不利益やリスクが生じる

不利益やリスクは小さい

９．経済性・効率性の向上

今以上の効率化や改善は難しい

効率化や改善を図ることは十分に可能

効率化や改善の余地が大きい

■目標達成状況

Ａ．順調

Ｂ．概ね順調

Ｃ．遅れている

■今後の方向性

Ⅰ．拡充 Ⅳ．廃止・休止

Ⅱ．継続 Ⅴ．完了

Ⅲ．縮小

■事業の見直し方策（評価項目２,４の補足説明含む）

ジョブカフェさくらの運営を通し、特にも潜在労働力の掘り起こしを図
り、就業へつなげていくための支援を積極的に推進する。

５．施策の改善需要度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

７．他市町村に比較しての優位性

先進的またはユニークな事業である

他と同程度の事業である

遅れている事業である

６．施策の優先度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い
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事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

事 業 の 担 当 課 商工部工業振興課 ■担当係 雇用対策係

353

評 価 事 業 名 称 大学生等インターンシップ強化事業

060100評価事業コード - ■会計区分 一般会計

事 業 の 類 型 05 ソフト事業（任意） ■政策・業務区分 政策

■政策 ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり

■基本施策 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上

■施策 雇用環境の向上

03

04

01

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

１．基本情報

法令の根拠区分 法令に特に定めのないもの

法 令 等 の 名 称

関連計画の名称

事 業 の
目 的 と 概 要

管内事業所に対する理解を深める機会としてインターンシップを積極的に展開し、事業所
と大学新卒者のマッチングを支援し、地域経済の活性化を図る。人材確保コーディネー
ターを１名配置し、大学生向けのインターンシップ受入事業所の掘り起こしと受入プログラ
ムの作成支援を行うとともに、大学生の負担を軽減するため、インターンシップ先までの
交通費を支給する。

■

２．細事業の活動実績情報

３．投入コスト情報

直 接 事 業 費

人 件 費

そ の 他 （ 公 債 費 ・
減 価 償 却 費 等 ）

フ ル コ ス ト

2,374

2,253

4,627

備考

４．評価指標等の状況

（単位：千円）

■

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

■

■

■

■

■

■

■

事 業 開 始 年 度 平成28年度■

細事業
コード

細事業
名称 事業の対象 平成 28 年度事業量実績平成 28 年度事業計画

01 大学生等イン
ターンシップ
強化事業

大学生、企業 ①人材確保コーディネーター設置
②イン
ターンシップ企業開拓、リスト作成
③ＵＩ
ターン希望者相談
④インターンシップに
係る交通費等の補助

①人材確保コーディネーター１名
②イン
ターンシップ企業開拓、リスト作成（訪問
88、電話24、うち新規エントリー45、辞退
37、検討中18）
③ＵＩターン希望者相談

④インターンシップに係る交通費等の補
助　申請件数20件、交付件数17件、支
給総額197,320円

指標
コード

指標名 指標の説明28年度27年度26年度25年度

01 インターンシップ受入表明事
業所数

「インターンシップin東北」エ
ントリー事業所数

27

02 インターンシップ交通費助成
件数

17
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事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

達成状況の分析

受入企業の開拓では、約半数に受入表明をいた
だくことができた。また、企業の受入プログラム作
成を支援するため、大学と連携し説明会を開催
することができた。

問題点・課題等

受け入れる余裕がない、体制が整わないという
企業の声が複数あった。また、市外本社が管轄
しているため市内の営業所・工場など単体では
受け入れることができないとの声も多かった。

５．事後評価（「政策」事業類型5・6のみ）

３．国・県・民間との競合関係の有無

類似の事業はない

類似の事業はあるが競合はない

類似の事業があり競合する

８．実施主体の代替性

民間委託等の拡充は難しい

民間委託等の拡充が十分に可能

全部委託や実施主体の移行が可能

４．事業へのニーズの変化

ニーズが高まっている

ニーズは変わらない

ニーズが低下している又は合致しない

１．直接的な受益者の範囲

不特定多数に及ぶ

特定されるが多数に及ぶ

特定少数に限定される

２．事業廃止の影響

大きな不利益やリスクが生じる

ある程度の不利益やリスクが生じる

不利益やリスクは小さい

９．経済性・効率性の向上

今以上の効率化や改善は難しい

効率化や改善を図ることは十分に可能

効率化や改善の余地が大きい

■目標達成状況

Ａ．順調

Ｂ．概ね順調

Ｃ．遅れている

■今後の方向性

Ⅰ．拡充 Ⅳ．廃止・休止

Ⅱ．継続 Ⅴ．完了

Ⅲ．縮小

■事業の見直し方策（評価項目２,４の補足説明含む）

大卒者の採用を考える企業にとってインターンシップは企業理解を
深める絶好の機会であるため、受入表明企業へのプログラム作成
支援及び受入企業の更なる開拓に努める。

５．施策の改善需要度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

７．他市町村に比較しての優位性

先進的またはユニークな事業である

他と同程度の事業である

遅れている事業である

６．施策の優先度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い
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事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

事 業 の 担 当 課 商工部工業振興課 ■担当係 雇用対策係

306

評 価 事 業 名 称 北上雇用対策協議会負担金

060100評価事業コード - ■会計区分 一般会計

事 業 の 類 型 06 負担金・補助金（任意・ソフト事業） ■政策・業務区分 政策

■政策 ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり

■基本施策 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上

■施策 雇用環境の向上

03

04

01

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

１．基本情報

法令の根拠区分 法令に特に定めのないもの

法 令 等 の 名 称

関連計画の名称

事 業 の
目 的 と 概 要

雇用環境の整備、改善等を促進し、地域の発展を担う人材の確保、育成、定着等雇用の
安定を図り産業の健全な発展に寄与することを目的とした、北上雇用対策協議会の運営
に係る負担金。北上市・西和賀町・北上商工会議所からの負担金と、企業からの賛助会
費で運営している。

■

２．細事業の活動実績情報

３．投入コスト情報

直 接 事 業 費

人 件 費

そ の 他 （ 公 債 費 ・
減 価 償 却 費 等 ）

フ ル コ ス ト

10,722

5,267

15,989

10,837

12,572

23,409

7,245

7,842

15,087

5,678

3,154

8,832

備考

４．評価指標等の状況

（単位：千円）

■

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

■

■

■

■

■

■

■

事 業 開 始 年 度 昭和42年度■

細事業
コード

細事業
名称 事業の対象 平成 28 年度事業量実績平成 28 年度事業計画

01 北上雇用対
策協議会負
担金

〇花北・胆江地域合同就職ガイダンス
開催回数・３回、参加企業数・延べ170
事業所、参加求職者数・延べ300人
〇北
上地域合同就職相談会開催回数・６
回、参加企業・延べ60社、参加求職者
数・延べ300人
〇大学生等の事業所見
学会開催回数・２回、参加者数・40人○
障害者雇用企業意見交換会開催回数２
回・企業数20社
〇ジョブカフェさくらの運
営

〇花北・胆江地域合同就職ガイダンス
開催回数・３回、参加企業数・延べ197
事業所、参加求職者数・延べ214人
〇北
上地域合同就職相談会開催回数・６
回、参加企業・延べ53社、参加求職者
数・114人
〇大学生等の事業所見学会
開催回数・２回、参加者数・33人○障害
者雇用企業意見交換会開催回数２回・
企業数延べ29社○高校２年生向け企業
情報ガイダンス開催回数１回、企業数
21社、参加学生331人

指標
コード

指標名 指標の説明28年度27年度26年度25年度

01 新規高卒者の管内就職率 管内就職者数/就職決定者
数

0.420.420.410.43

02 北上公共職業安定所新卒者
（高卒者）自所受求人数

北上公共職業安定所公表
数値

594594486376
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事務事業事後評価シート［平成28年度事業］

達成状況の分析

求人企業と求職者のマッチングの機会の創出や
管外への働きかけを行っているものの、人材不
足の状況が続いている。

問題点・課題等

新規高卒者の管内就職率が県内他地区に比べ
低い。また、大卒者の地元企業への理解が浸透
せず、ガイダンスの出席が低迷している。一般求
職者は業種によって求人倍率に格差がみられ
る。

５．事後評価（「政策」事業類型5・6のみ）

３．国・県・民間との競合関係の有無

類似の事業はない

類似の事業はあるが競合はない

類似の事業があり競合する

８．実施主体の代替性

民間委託等の拡充は難しい

民間委託等の拡充が十分に可能

全部委託や実施主体の移行が可能

４．事業へのニーズの変化

ニーズが高まっている

ニーズは変わらない

ニーズが低下している又は合致しない

１．直接的な受益者の範囲

不特定多数に及ぶ

特定されるが多数に及ぶ

特定少数に限定される

２．事業廃止の影響

大きな不利益やリスクが生じる

ある程度の不利益やリスクが生じる

不利益やリスクは小さい

９．経済性・効率性の向上

今以上の効率化や改善は難しい

効率化や改善を図ることは十分に可能

効率化や改善の余地が大きい

■目標達成状況

Ａ．順調

Ｂ．概ね順調

Ｃ．遅れている

■今後の方向性

Ⅰ．拡充 Ⅳ．廃止・休止

Ⅱ．継続 Ⅴ．完了

Ⅲ．縮小

■事業の見直し方策（評価項目２,４の補足説明含む）

人材の確保に苦慮する状況が続いているため、引き続き労働力の
掘り起こしを重点的に取り組むとともに、高卒者・大卒者への地元企
業の理解を深める取り組みを強化する。

５．施策の改善需要度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

７．他市町村に比較しての優位性

先進的またはユニークな事業である

他と同程度の事業である

遅れている事業である

６．施策の優先度（市民意識調査）

順位が高い

順位が中程度

順位が低い

03 就職相談会等参加者数 花北・胆江ガイダンスと北
上地域就職相談会の参加
者数

328391983462
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【後期基本計画】              政策の基本目標３：ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 

                                 ３－４ 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上 

 

(1) 3-4-1雇用環境の向上                  （工業振興課、福祉課、教委総務課）  

 

 公共職業安定所や北上雇用対策協議会と連携を図り、的確な雇用状況を把握し、求職及び求人の両面から支援

するとともに、当地域に就職を希望する高校新卒者等若年者を支援し、地元への定着を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆◆成果指標◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 主な取組内容（市の役割） 

①雇用促進と安定化 

 北上雇用対策協議会と連携を図り、各種事業や情報収集を行うとともに、雇用環境の変化

に応じた的確な事業を展開します。 

・北上雇用対策協議会負担金 

・社会人就労支援事業、無料職業紹介事業 

・雇用対策事務 

②女性・若年者の就労支 

 援 

 女性・若年者に地元の事業所を知る機会の提供を行い、地元定着を図るとともに、女性・

若年者の就労相談等総合的な支援施設を運営し、女性・若年者の就労を支援します。 

 県内大学と連携して、大卒者の地元企業への定着を促進します。 

・新規高校生・大学等卒業者地元定着事業、大学生・教職員向けの事業所見学会の実施、 

・北上情報処理学園運営費補助金、北上情報処理学園施設整備費補助金 

・ジョブカフェさくら運営事業(北上地域人材確保定着サポート事業) 

③職場定着支援 

 新規に雇用される新卒者等が、その職場に定着できるよう、雇用する事業所及び雇用され

る新卒者等を支援する事業を行います。 

・ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪさくら運営事業(再掲)、企業支援事業(密着型階層別セミナー) 

④障がい者の就労支援 

就労意欲を持つ障がい者が、適職に就き能力に応じた社会貢献ができるよう雇用環境の

整備に努めるとともに、障がい者の雇用を啓発します。 

・障がい者雇用啓発 

 

項目 
現状値 

（平成27年３月） 
中間目標値 

（平成30年度） 
目標値 

（平成32年度） 

北上管内新卒者の当市及び近隣市町へ

の就職内定率 
57.3％ 60.0％ 60.0％ 

北上市無料職業紹介マッチング数 １件 10件 10件 

市内企業の障がい者雇用率 1.60％ 1.80％ 2.00％ 

北上公共職業安定所新卒者（高卒者）

自所受求人数 
486人 400人 400人 

 

 

■私たちにできること（まちづくりの担い手としての取り組み） 

市 民 

（地域、市民団体等含む） 

・地域におけるコミュニティビジネスなどの実施による雇用創出 

・北上の強みを知り、良さを広める 

企 業 

（事業所、生産者等含む） 

・地域特性、企業特性を生かした起業、業態の転換 

・雇用を生み出すワークシェアリングなどの取り組み推進 

 

役割の意識 

市民 企業 行政 

● ○ ◎ 

 

総合戦略 



【ロジックモデル】 

■ロジックモデル                                  
 
政策の基本目標３ ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 

◆基本施策３－４ 地域産業を担う人づくりと雇用環境の向上 

 

 

 
 

仕
事
と
教
育
が
つ
な
が
り
、
優
秀
な
人
材
が
生
ま
れ
、
地
元
産
業
が
発
展
す
る
ま
ち 

雇用環境が向上
し、安定した雇
用が確保されて
いる 

学びたい技術の
教育が受けられ
る環境が整って
いる 
 
産業分野で活躍
できる人材が育
成され活躍する
ことによって、
地元産業が発展
している 

働きやすい良好
な就労環境が整
っている 

農業所得が向上
し新たな就農者
が生まれ、安定
的な農業経営が
できる環境があ
る 

求人と求職のマ
ッチングが図ら
れ、雇用環境が
安定する 

高校新卒者等若
年者が北上市に
就労し、地元に
定着する 

就労意欲のある
障がい者が能力
に応じて就労で
きる 

北上雇用対策協議会負担金 

社会人就労支援事業 

無料職業紹介事業 

新規高校生・大学等卒業者地元定着

事業 

大学生・教職員向けの事業所見学会

の実施 

北上情報処理学園運営費補助金、北

上情報処理学園施設整備事業費補助

金 

ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪさくら運営事業（北上地域

人材確保定着サポート事業） 

ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪさくら運営事業【再掲】 

企業支援事業 
（密着型階層別セミナー） 

障がい者雇用啓発事業(新規) 

北上市の産業を
担う高度技術を
持った人材が育
成される 

３次元ものづくり技術人材育
成事業 

北上高等職業訓練校管理事業 

北上情報処理学園運営費補助金【再

掲】、北上情報処理学園施設整備事業

費補助金【再掲】 

高度技術者育成補助金 

基盤技術高度化推進事業 

子ども創造塾事業【再掲】 

３次元ものづくり技術人材育
成事業【再掲】 

無料職業紹介事業【再掲】 

勤労者の福利厚
生が充実し、心
身ともに健全で
いられる 

北上地区勤労者福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ
ｰ運営費補助金 

勤労者生活安定資金貸付事業 

ｻﾝﾚｯｸ北上管理運営事業 

ﾊｰﾄﾊﾟﾙきたかみ管理運営事業 

共同福祉施設管理運営事業 

北上市認定農者連絡協議会補助金、 

北上市農業再生協議会負担金 

 
きたかみ農業フォーラム 

新規就農者育成支援事業、青
年就農給付金、担い手経営発
展支援事業(新規) 

緑化推進事業等【再掲】 

北上地方生活研究グループ連
絡協議会補助金 

淡水漁業振興事業費補助金 

認定農業者等の
経営能力が向上
し、担い手への
農地集積等地域
の実情に応じた
生産体制が構築
される 

新規就農者や企
業参入など多様
な担い手が増え
る 

雇用促進と安定化 

女性・若年者の就労支
援 

職場定着支援 

障がい者の就労支援 

職業能力開発の多様
化、高度化の推進 

大学等の連携による人
材育成の促進 

企業ニーズに応じた講
座等の実践及び就労斡
旋 

勤労者の福利厚生の充
実 

勤労者福祉の増進 

認定農業者等の育成支
援 

多様な担い手の育成支援 

林業後継者等の育成支援 

各種団体との連携した
取り組みの推進 

雇用環境の向上 

ものづくり人材の
育成 

勤労者の福利厚生
の充実 

農林業の担い手等
人材の育成支援 

雇用対策事務 

青少年のものづくり、
起業家意識向上支援 

施 策 方 向 事 業 
直接の効果 
(短期成果) 中期成果 

長期効果 
(最終成果) 

北上コンピューターアカデミーにおける「デ

ジタルものづくりクラス」設置による人材育

成、いわてデジタルエンジニアリング育成セ

ンターと連携した黒沢尻工業高校専攻科の人

材育成 

※ ロジックモデルとは、それぞれの施策がその目的を達成し、成果を上げるまで
のプロセスを論理的に説明（確認）するためのツールです。 



 

 

 

外部評価シート（施策・事務事業） 

 

■１．対象施策 

施策名 消防力の充実 
担当部 

消防防災部 

総合計画での 

位 置 付 け 

政  策 04 美しい環境と心を守り育てるまちづくり 

基本施策 03 安全・安心な地域社会の構築 

施  策 03 消防力の充実 

総合計画における

施 策 の 方 針 

災害等の被害を最小限に止めるため、団員の確保や消防団活動の強化に努めます。

また、迅速な消火活動のため、消防施設等の充実を図ります。 

摘 要 

本件については、次の理由により市から当初提出されたシートではなく、再提出さ

れたシートに対する外部評価である。 

 

【再提出理由】 

本施策は北上市全体の消防力の充実という観点であるべきだが、市から当初提出さ

れた内部評価シートの内容は、市が直接携わっている範囲に限定されていた(消防組

合の活動に係る範囲が除かれていた)ため、施策の目的である消防や救急救命の部分

がみえないものとなっていた。そのため当部会からの要請により、例外措置として北

上市全体の消防力の充実という観点へ修正(当初のシートへ追記)した内部評価シー

トを市から再度提出し、それに対して外部評価を実施したもの。 

 

 

■２．施策評価（政策評価委員会の評価） 

【施策の成果は明確に定義されているか】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【成果の定義】 

火災や大規模災害の発生に備えた十分な消防水利と、災害活動の中心となる消防団員の確保による防災力

の向上により、迅速な消火・救助活動を確保することができている状態。また、市民が心肺蘇生など応急手

当方法を習得することにより災害時等に協力できる状況であること。さらに火災予防の活動によりたき火や

野焼きからの火災を減少させる。 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 施策における成果の定義は、ロジックモデルの中間成果「防災のための組織・連

携構築と、災害に強い施設設備の充実によって市民の生活を守る」に対応した内容

となっている。 

(2) 「火災予防の活動によりたき火や野焼きからの火災を減少させる」と、火災要因

をたき火や野焼きに限定するよりも、「指導などの火災予防の活動により、たき火

や野焼きをはじめとする火災を減少させる」としたほうがよいのではないか。 

(3) 最終アウトカム（防火・消火・救助）よりもそれを達成するための手段（消防水



 

 

 

利、消防団員、応急手当方法の習得）に関する記述が多い。 

 

 

【評価指標の設定は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【評価指標】 

指標№１＿消防水利の充足率          指標№２＿消防団員の確保率 

指標№３＿救急救命の講習受講者数       指標№４＿火災件数 

指標№５＿火災による損害額          指標№６＿火災による死傷者数 

指標№７＿救命率               指標№８＿救急現場到着所要時間 

指標№９＿火災覚知から放水開始時間 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 消防水利の充足率や消防団員の確保率等のほか、火災件数や火災による損害額、

死傷者数、救命率等の指標が追加され、取り組みの成果達成に関する評価指標とし

て概ね適切なものとなった。 

(2) 指標３「救急救命の講習受講者数」と指標７「救命率」は重要度がどちらも１５％

だが、講習は救命のための１つの手段なので、後者の方が重要ではないか。 

(3) 概ね評価指標の設定は適切である。 

(4) 概ね適切であるが、No.3 については、救急救命講習の延べ受講者数または救急救

命講習受講済者の市民に対する割合（％）等で代替も可能。なお、救命率、救急現

場到着所要時間、火災覚知から放水開始までの所要時間といった指標を加えるのは

良いが、数字が独り歩きしないように利用時には注意が必要（他地域との単純な比

較が難しい指標）。 

 

 

 

 

【成果達成状況の要因考察や課題の把握は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【成果達成状況の分析（Ｈ28 最終年度）】 

やや遅れている 

【要因考察＿外部環境】 

①宅地造成都市化に伴い、開発行為等により消防水利 (消火栓)が整備されるものもある。 

②自営業の消防団員よりも被雇用者の団員が増えており、勤務時間の活動に制限があることから団員の成

り手が不足の傾向となっている。 

③普通救命講習よりも短時間で受講できる入門コースの申込が増えている。 

④北部地区の消防需要（火災や救急出動）が、和賀中部管内や大堤管内と同規模まで増えている。 

⑤火災の損害額については、建物火災で住宅など大きな火災が少ないため、高額な損害火災が減少してい

る。 



 

 

 

【要因考察＿内部要因】 

①計画的な消防水利の整備(５～７基/年)に取組んでいる。 

②消防団員の報酬等待遇の見直しを行った。公務員の消防団への入団が微増となっている。 

③国体開催（平成 28 年度）の影響により講習回数を減らした。 

④消防職員は、各種訓練を実施しているため、適切な行動で対応できている。 

⑤火災予防の活動を継続し運動しているため、火災が減少している。 

【課題及び改善を要する事項】 

①設置場所の条件により、地区からの消火栓設置要望に全て応えることができていない。 

②就業形態の変化から、消防団員の成り手が不足している。 

③災害時や事故等の際に、市民が的確に AED を使用するためには、繰り返し受講してもらうことが必要で

あるが、再受講者は横ばいとなっている。 

④北上消防署管内の消防需要（火災や救急出動）が増加している。 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 消防団員の成り手不足に関する課題の記載については、就業形態の変化だけでな

く、取り組み内容をふまえた内容であることが望ましいと思われる。また、消防需

要については、火災と救急出動の実態、背景が異なるとの説明であったので、それ

らの点にもふれる必要がある。 

(2) 「成果達成状況の分析」について、火災の件数だけでなく被害についても記述し

た方がいい。 

(3) 「要因考察」について、Ｈ28 に火災件数が減少した要因として、天候不順による

野焼きの減少があるのなら、外部環境として記述すべき。 

(4) 「現在の課題」について、消火栓設置・消防団員の確保・救急救命の講習受講そ

のものを目的と考えるよりも、防火・消火・救助が目的であり、消火栓設置等はそ

のための手段である（他の手段もある）と考えて、目的を達成するための課題を挙

げる余地がある。 

(5) 一部見直しが必要。「外部環境の要因分析」⑤に「火災の損害額は高額な損害火

災が減少している」と記述されている。しかし、「施策の成果達成状況」の指標№

４「火災件数」と№５「火災による損害額」の実績値から見ると、要因分析の記述

と整合性がないと見られる。次の表参照。 

項目 H26 年度 H27 年度 H28 年度 

指標４.火災件数 42 件 45 件 20 件 

指標５.火災による損害額 37,890 千円 76,156 千円 75,116 千円 

1 件当たりの損害額 902 千円 1,692 千円 3,755 千円 

 以上より、数値の裏付けがある要因分析になっていないのではないか。 

(6) 「成果達成状況の分析」欄で、消防団員 1,000 人達成について「やや遅れている」

と記述しているが、「遅れている」のではなく、現実的に不可能な目標だと考えら

れる。 

 

 



 

 

 

【市の今後の方針は適切か】 

施策評価（内部評価）シートの記載内容 

【今後の展望】 

①今後も継続して消防水利の整備(５～７基/年)を行っていく。 

②消防団の車両や設備更新、消防団員の装備の充実を進めていく。消防団応援事業の推進を図りながら、

消防団を「まち全体で応援」していく体制を作り上げ、併せて企業への消防団活動の理解、市民への消

防団活動の PR を進めていく。 

③災害時や事故等の際に、市民に的確に AED を使用してもらうためには、１度だけではなく１年から２年

毎に再受講するなど、継続的な受講が必要であることから、総合防災訓練や救急救命講習を休日に開催

するなど、市民が受講しやすい環境づくりに努める。 

④北上消防署管内の消防体制を強化するため、北部地区に分署の設置を進めていく。 

 

政策評価委員会の評価 

 

□ Ａ 適切 

☑ Ｂ 概ね適切／一部見直しが必要 

□ Ｃ 一層の努力が必要／かなりの見直しが必要 

□ Ｄ 抜本的な見直しが必要 

委員の指摘事項 

(1) 分署の設置による効果についても、ここに記載する必要があると思われる。 

(2) 防火・消火・救助という目的を達成するための手段に関する方針を広く検討する

余地がある。 

(3) 一部見直しが必要。火災の予防活動について記載する。たき火・野焼きが火災に

繋がるため、火災予防の指導を積極的に行う。 

(4) 記述されている方針は適切。消防団員の確保については、1,000 人という数字を

目指すのではなく、確保可能な人員によって消防・救急需要に対応していくという

発想の転換が必要。救急救命講習については、受講者数を増やすという量の拡大だ

けでなく、例えば、高度な技能を修得した人が事業所に１人存在するような状態を

目指すなど、質の充実も目指してはどうか。 

 

 

■３．施策評価総括意見 

政策評価委員会の評価 

総括意見 

(1) 関連の種々の評価データを分析した結果を、評価シートの中に留めておくのではなく、

現場とのコミュニケーションに活用すると、より良いのではないか。 

(2) 施策構成事務事業のうち、北上地区消防組合負担金によって行われている常備消防の取

り組み内容を施策の成果達成状況に加えることで、施策の成果の定義、評価指標の設定、

要因考察や課題の把握、今後の方針、全体の整合性がとれるようになった。 

(3) 公開される情報なので、指標の実績値と要因考察の整合性に欠ける点について、整合性

があるように精度を高めて記述する必要がある。また、市民の安全・安心なまちづくりの

一環として消防力の質量ともに向上を明確に記載する。例えば、防災教育など多方面と連

携して市民からも「安全・安心なまちづくり」に貢献してもらうようにする。 

(4) 全般的に適切に施策が実施され、課題も的確に把握されている。しかし、消防団員につ

いては、1,000 人の確保は現実的に困難と考えられるので、施策の方向性を見直すことが必

要ではないか。 

(5) 指標№３「救急救命の講習受講者数」について、Ｈ26 年度（基準値）3,978 人からＨ30

年度中間目標値 4,000 人の達成率「△4,054.5％」の算出根拠が不明である。「Ｈ30 年度中

間目標値/Ｈ26 年度基準値」で算出するなら、△1.0％(0.55％を四捨五入)となり、Ｈ32 年



 

 

 

度最終目標値 4,500 人では△13％となる。北上市の 18-60 歳人口比の約 10％を救急救命の

講習受講者数の中間目標値、最終目標値の実数に設定することは適正だと判断する。また、

指標№４「火災件数」はＨ26 年度 42 件からＨ28 年度 20 件に減少している。この火災の減

少理由は、たき火・野焼きが減少したための火災件数の減少と判断できるのか。 

 

 



【北上市】 施策評価シート（Ｈ28年度実施事業）

04 - 03 - 03

◆総合計画での位置づけ ◆総合戦略での位置づけ

◆総合計画基本計画における施策の方針

◆市民意識調査結果（Ｈ26年度実施）基本施策単位のアンケート
　設問
　説明

　事業例

調査項目 算出値 順　位
①満足度 1 /30
②重要度 3 /30
③優先度 6 /30
④改善重要度 15 /30

上記調査の満足度に関する主な理由（自由記述）

◆施策の成果達成状況

※印の指標は総合計画（基本計画）に記載していないもの。　

35%

　災害等の被害を最小限に止めるため、団員の確保や消防団活動の強化に努めます。また、迅速な消火活動のため、消防施
設等の充実を図ります。

「災害・防災に強いまちづくり」についてうかがいます。

様々な災害に備え、各地区の防災拠点の整備などに取り組むとともに、市全体の防災体制を強化し、災害に強い
まちづくりに取り組みます。

・洪水土砂災害ハザードマップ（被害予想、避難所等を記載）を全戸に配布しました

・交流センターに防災倉庫、災害対策用品、防災行政無線を配備しました

・老朽化した消防団車両の更新や、屯所の整備を行いました

施 策 に お け る
成 果 の 定 義

1 消防水利の充足率

№

消防水利の基準に対する消火栓・
防火水槽の設置率

85.00％
84.26％ 84.50％ 84.8％

－

90.00％

－

指　　標　　名
指標に関する説明

（把握方法・算定式・単位等）

指標の実績値 目標値（下段：達成率）
Ｈ26

(基準年度)
Ｈ27 Ｈ28

中間目標
（Ｈ30）

最終目標
（Ｈ32）

基本施策 安全・安心な地域社会の構築

施　　　策 消防力の充実

－施　　　策

4.35

政策体系コード 政策統括監
施 策 名 消防力の充実 生活環境部長

政　　　策 美しい環境と心を守り育てるまちづくり 基本目標 －

－

2 消防団員の確保率 消防団員条例定数1,136名
86.09％
(978人)

86.1％
86.3％

(981人)

88.03％
(1,000人）

88.03％
(1,000人）

－

3
救急救命の講習受講
者数

救急救命受講者数 3,978人 3,135人 3,086人
4,000人 4,500人

△4054.5% △170.9%

4

5

4.99
14.90
0.64

消防団員の減少に歯止めをかける活動をしてほしい
消防団をもっと労うべき。
消防団について、会社勤めの人が多い中で、集って消火活動などできるのか。

25%

％％

％

％

 火災や大規模災害の発生に備えた十分な消防水利と、災害活動の中心となる消防団員の確保による防災力
の向上により、迅速な消火・救助活動を確保することができている状態。また、市民が心肺蘇生など応急手当
方法を習得することにより災害時等に協力できる状況であること。

40%

6

指標
重要度

4.00

4.50

5.00

5.50

3.00 3.50 4.00 4.50

②
重
要
度

 

①満足度 

平均値4.62 

平均値3.62 



【北上市】 施策評価シート（Ｈ28年度実施事業）

◆成果達成状況の分析

●

●

◆コストの把握 （単位：千円）

◆成果達成状況の要因考察

◆現在の課題

◆今後の展望（施策展開、事務事業の見直し等）

111,049 76,826

Ｈ27 Ｈ28

2.概ね順調

①　今後も継続して消防水利の整備(5～7基/年)を行っていく。

②　消防団の車両や設備更新、消防団員の装備の充実を進めていく。消防団応援事業の推進を図りながら、消防団を「まち全
体で応援」していく体制を作り上げ、併せて企業への消防団活動の理解、市民への消防団活動のPRを進めていく。

③　災害時や事故等の際に、市民に的確にAEDを使用してもらうためには、１度だけではなく１年から２年毎に再受講するなど、
継続的な受講が必要であることから、総合防災訓練や救急救命講習を休日に開催するなど、市民が受講しやすい環境づくりに
努める。

外部環境（市を取り巻く環境の要因：
市民ニーズ、社会経済情勢等の視点）

①　宅地造成都市化に伴い、開発行為等により消防水利 (消
火栓)が整備されるものもある。

②　自営業の消防団員よりも被雇用者の団員が増えており、
勤務時間の活動に制限があることから団員の成り手が不足
の傾向となっている。

③　普通救命講習よりも短時間で受講できる入門コースの申
込が増えている。

うち「政策」事業費

人件費(b) 12,227

救急救命講習における入門コース（平成24年創設）の受講件数は増加となっているため。

単年度の
達成状況

投
入
コ
ス
ト

種　　類 Ｈ26
直接事業費(a) 1,340,969

13,585

うち「業務」事業費 1,255,732

最終年度の
達成状況

1,212,752

フルコスト(a+b+c) 1,366,781 1,250,120
13,468 12,744公債費・減価償却費等(c)

1,222,755
14,62119,658

1,245,878
1,169,052 1,212,112

38,008

内部要因（施策実施過程の要因：
財務、職員、組織等の視点）

①　計画的な消防水利の整備(5～7基/年)に取組んでいる。

②　消防団員の報酬等待遇の見直しを行った。公務員の消防団
への入団が微増となっている。

③　国体開催（平成28年度）の影響により講習回数を減らした。

①　設置場所の条件により、地区からの消火栓設置要望に全て応えることができていない。

②　就業形態の変化から、消防団員の成り手が不足している。

③　災害時や事故等の際に、市民が的確にAEDを使用するためには、繰り返し受講してもらうことが必要であるが、再受講者は
横ばいとなっている。

3.遅れている

2.概ね順調

3.やや遅れている

4.遅れている

1.順調

救急救命の講習受講者総数は減となっているものの、消防水利の充足率及び消防団員
の確保率は微増となっている。継続的に一定程度の消防団員は確保できているが、団員
1,000人達成へ向けての確保はやや遅れている状況となっているため。

理由（上段：指標に基づくもの、下段：その他）1.順調



【北上市】 施策評価シート（Ｈ28年度実施事業）

◆施策構成事務事業

※貢献度は、施策を構成する「政策」系事業の中で相対評価します。
※目標達成状況は、事務事業(類型5・6)の目標達成状況について、「順調」「概ね順調」「遅れている」の３つの視点で評価します。
※方向性は、事務事業(類型5・6)の今後の方向性について、「拡充」「継続」「縮小」「廃止・休止」「完了」
　 の５つの視点で評価します。

◆施策を実現するために事務事業が適切に構成されているか／見直すべきものはないか

961

1,520

24,886

事後評価結果
方向性

フルコスト
（千円）

9,055

18,128

1,616

10,164

294

70,946

21,804

消防防災課

消防防災課

消防防災課

消防防災課

消防防災課

消防防災課

一般

一般

一般

一般

消防防災課

消防防災課

消防防災課

消防防災課

消防防災課

消防防災課

会計
区分

担当課

一般

一般

一般

一般

一般

消防団安全対策事業

消火栓新設工事負担金

消防団員福祉共済保険負担金

岩手県市町村総合事務組合消防補償負担金

消防団運営業務

岩手県消防協会負担金

消火栓維持管理等負担金

北上地区消防組合負担金

岩手県消防協会北上地区支部負担金

消防車両整備事業

目標達成状況
貢献度

業務 －

事務事業名称
（評価事業）

事業
区分

業務

－

業務

消防活動業務

消防屯所維持・管理業務

消防水利施設管理業務 －

業務 －

消防自動車(分団分)管理業務

消防団車両（本部分）管理業務 業務 －

業務

－

－

業務 消防防災課

消防防災課

－

業務 －

業務

消防防災課

1,052,097

641

－

業務 －

業務

－

政策 高

業務

28,362

政策 低

政策

3,491

中6,155

事務事業は適切に構成されている。

合　　　　計 1,250,120 （千円）

一般

一般

一般

一般

一般

一般



【後期基本計画】                  政策の基本目標４：美しい環境と心を守り育てるまちづくり 

                                       ４－３ 安全・安心な地域社会の構築 

 

 (3) 4-3-3消防力の充実                            （消防防災課）  

 

 災害等の被害を最小限に止めるため、団員の確保や消防団活動の強化に努めます。また、迅速な消火活動のた

め、消防施設等の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆成果指標◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 主な取組内容（市の役割） 

①消防機能の維持・向上 

 火災時の消防水利を確保するため、消火栓や防火水槽の整備に努めるとともに、消防

団活動の拠点となる消防屯所の計画的な整備を図ります。また、消防車両の更新によ

り、消防機能の維持・向上を図ります。 

・消防水利整備事業、消火栓維持管理負担金 

・消防屯所建設事業、消防車両の整備更新 

②消防団活動の推進 

 広報等により消防団員の定数確保に努めるとともに、消防団員の知識・技能の向上を

目的に、各種訓練の実施や研修を実施します。 

・消防団事業 

③救急救命体制の充実 

 常備消防との連携を強化し、心停止状態の救命のため、公的施設に配備されている自

動体外式除細動器（ＡＥＤ）の適正管理に努めるとともに、市民に対する心肺蘇生など

応急手当方法の普及啓発に努めます。 

・北上地区消防組合事業（負担金） 

④防災担当職員の育成 
 防災担当職員の人材育成を進めます。 

・防災職員育成研修会の参加 

 

項目 
現状値 

（平成27年３月） 
中間目標値 

（平成30年度） 
目標値 

（平成32年度） 

消防水利の充足率 84.26％ 85.00％ 90.00％ 

消防団員の確保率（団員数） 86.09％(978人) 91.50％(1,000人） 91.50％(1,000人） 

救急救命の講習受講者数 3,978人 4,000人 4,500人 

 

 

■私たちにできること（まちづくりの担い手としての取り組み） 

市 民 

（地域、市民団体等含む） 

・日ごろから火の用心を心がける 

・火災など災害時に、消防士、防災団体の指示に従い、自分のできることを実施 

・救急救命の指導を受け、災害時や事故等の際に協力 

・地域の一員として地元消防団へ入団 

企 業 

（事業所、生産者等含む） 

・日ごろから火災を起こさないように安全管理の徹底 

・持っている機材等を利用し消防活動に協力 

・従業員の消防団活動への理解・協力 

 

役割の意識 

市民 企業 行政 

● ○ ◎ 

 



【ロジックモデル】 

■ロジックモデル                                  
 
政策の基本目標４   美しい環境と心を守り育てるまちづくり 

◆基本施策４－３ 安心・安全な地域社会の構築  《１/２》 

 

 

災
害
に
負
け
な
い
、
治
安
が
良
く
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち 

自主防災組織育成事業(新規) 

避難場所看板設置事業(新規) 

急傾斜地崩壊・土砂災害危険
個所調査(新規) 

災害時要援護者避難支援登録
事業(新規) 

デジタル防災行政無線整備事
業(新規) 

危機管理マニュアル策定(新
規)、施設管理計画策定(新規) 

木造住宅耐震診断支援事業、
木造住宅耐震改修支援事業 

河川整備事業、河川維持管理
事業、浸水対策整備事業 

岩手中部水道企業団出資金 

公共土木災害復旧事業・緊急
時用連絡管の整備(新規) 

防火水槽整備事業、消火栓整備事

業、消火栓維持管理負担金 

市民が高い防犯・防災意識を持
って、市民自らが生活を守るこ
とのできる環境がある 

日ごろから災害に
対する備えや災害
発生時に自発的な
災害活動が行える
ようになっている 

地域で災害発生のポイント
が共有(周知)され、安全な避
難経路や避難施設が平時か
ら理解されている 

高齢者や障がい者などが災
害時に安全に避難できる 

災害発生時に迅速・的確な情
報伝達や情報収集ができる 

情報収集連絡体制
が整備される 

平時から危機管理体
制が構築されている 

災害発生時に迅速・的確な対
応がなされ市民の安全性が
確保される 

総合的な防災対策
の推進 

自主防災組織の育
成強化 

避難場所や災害危険
区域等の情報提供 

災害時要援護者の
支援【再掲】 

災害情報収集連絡
体制の整備 

危機管理体制の強
化 

災害に強いまちづ
くりの推進 

耐震診断・改修費用
の支援 

河川改修の推進と
河川機能の保持 

災害に耐えられる 
ﾗｲﾌﾗｲﾝの確保 

災害による被害を
未然に防ぐ整備が
進められている 

防災のための組織・連携構
築と、災害に強い施設設備
の充実によって市民の生
活を守る 

災害発生時に迅速・的
確な復旧作業が行わ
れる 

災害復旧により市民の安
全・安心な生活が確保されて
いる 

迅速な災害復旧事
業の実施 

消防屯所建設事業、消防車両
の整備更新 

消防力の充実 
消防機能の維持・向
上 

消防団事業 

北上地区消防組合事業(負担
金) 

防災職員育成研修会の参加 

消防団活動の推進 

救急救命体制の充
実 

防災担当職員の育
成 

消火栓等の設置や
消防施設の整備に
より消防機能が高
くなっている 

消防団員が確保され
消防団活動がより一
層活発化する 

市民に応急手当方法
が理解され、救急救命
に活かされている 

専門知識を身につけ
た職員が育成される 

交通安全対策の推
進 

交通安全意識の普
及・啓発 

交通安全運動啓発推進事業、
地域交通安全事業 

交通指導員設置事業、交通安
全啓発活動実践団体補助 

交通災害共済の推
進 

交通事故相談員設置事業、市
町村交通災害共済事業 

交通安全意識の啓
発により交通事故
発生件数が減って
いる 

交通事故に遭った際
に相談するところが
ある 

地域・家庭・学校などが連
携し交通事故のない市民
誰もが安心して安全に住
めるまちになっている 

交通安全施設の整
備 交通安全施設等総点検事業 

交通安全施設整備事業、街路
灯設置事業 

交通事故が発生し
ないような環境が
整備されている 

施 策 方 向 事 業 
直接の効果 
(短期成果) 

中期成果 
長期効果 
(最終成果) 

市民との連携によ
る空き家対策の推
進 

空家等対策計画に基づく対策
事業 

空き家所有者等が対

応の必要性を考える
ようになっている 

危険空き家の減少や、空き家
の有効活用がなされる 

ため池の防災・減災
対策の推進 

ため池一斉点検 

※ ロジックモデルとは、それぞれの施策がその目的を達成し、成果を上げるまで
のプロセスを論理的に説明（確認）するためのツールです。 



【一般社団法人北上市機械化農業公社】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

［法人の評価］ 

■１．目的適合性（公益性）                       ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 法人 市担当 委員会 

①設立目的に沿った事業をしているか。 ○ ○ ○ 

②現在の社会経済状況のもとでも設立目的は有効か、希薄化していないか。 ○ ○ ○ 

③他の民間事業者との競合はないか。代替可能な類似の事業がないか。 △ ○ △ 

④事業廃止により市民は不利益を被るか。 ○ ○ △ 

出資等法人の自己評価 

 
☑ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

① 県の農地中間管理機構の事業の受け皿となっており、受託面積は増加し続けています。

北上市の農業振興施策等の実行において、補完的役割を担っています。農地の荒廃を抑制し

環境維持にも貢献しています。 

② 農業経営について、作業委託を希望する農家が増加する中、受託先としての公社の役割

は現状はもとより今後においても、大変重要な責任を担っていると考えます。国の農業政策

を実現する組織として、ますます重要性が増しています。 

③ 農業における民間事業者の受入れ可能な組織が少なく、他の農業者と共存しながら行っ

ています。除雪事業では、北上市との契約により、市道の半分を超える除雪作業を行ってい

ますが、除雪作業オペレーターの確保や緊急時の市からの要請対応などにおいて、協力体制

を確保しています。 

④ 農作業関連事業は、400haを超える作業面積は継続をしていかなければ、北上市の農業へ

の責任から事業廃止等は許されるものではなく、その責任は非常に大きなものと考えます。 

市担当部課の点検評価 

 
☑ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

① 農業従事者の減少が続く中、効率性の高い地域農業を展開するため、大型機械を導入し、

水稲、大豆等の土地利用型作物を中心に受託面積を拡大し、耕作放棄地の未然防止や農村環

境の保全に寄与している。また、除排雪業務の多くを受託することで住民福祉の増進にも寄

与している。平成28年度からは北上市農業支援センター事業業務を受託し、農業者の課題解

決に貢献している。 

② 農地中間管理事業の活用により農作業受託は年々増加し、設立目的の一つである「機械

化による生産の合理化・労働効率の改善」はますます重要となってきている。除排雪業務に

ついては、受託が可能な事業者が減少しつつある中にあって、受託体制を整備し、安定的か

つ効率的な除排雪業務を実施しており、設立目的の中の「農村生活環境の改善」に寄与して

いる。 

③ 一般社団法人として、収益事業を実施することは認められており、民間事業者との競合

は問題ない。なお、農作業受託できる民間事業者は少なく、既存の民間事業者によりすべて

代替することは困難と考えられ、法人の重要性が高まっている。 

④ 事業を廃止した場合は、耕作放棄地が急増し農村環境が大きく損なわれるおそれがある。

また、除排雪事業については、代替する受託者の確保が困難であり、除排雪に支障をきたす

恐れがある。 



【一般社団法人北上市機械化農業公社】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

政策評価委員会の評価 

 
☐ Ａ．適切 ☑ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

 

①－１ 法人化に伴って、その設立目的に沿った事業メニューを行っていると認められる。 

 

①－２ 数次にわたる定款改正が行われてきたが、定款に掲げる主たる目的は「農業の機械

化による生産の合理化、労働効率の改善及び農村の生活環境の整備」である。しかし、現在

の主な事業は、農産物受託生産と除雪事業であり、事業内容は設立目的とのズレが生じてき

ている。社会環境の変化に伴って事業内容が変わること自体が問題とは言えないが、事業内

容の変化に合わせた北上市の関与の在り方の見直しが求められる。 

 

①－３ 農業情勢に合わせて定款を修正し、そこに掲げた設立目的に対応した取組を行って

いる。 

 

①－４ 事業内容が、農業機械の貸借による生産性向上から、農業従事者の減少に伴う受託

事業の拡大による生産力の維持・向上へとシフトしてきており、設立時の目的からは、乖離

してきている。 

 

①－５ 農作業受託など設立目的に沿った事業を展開しているものと認められ、特段の問題

はない。 

 

 

 

②－１ 地域農業と農家の実態のなかで、現在でも有効だと考える。前回評価の結果を踏ま

え可能な範囲の改善に努めてきたことが認められる。主要事業の多くで旧和賀地区に特化傾

向にあることは同地区特有の問題解決のための事業であり、歴史的経緯から止むを得ないこ

とも理解できるが、今後は全市的にそれぞれの地域の課題を地域ごとの手法で適宜補完補強

していくという姿勢で事業の開拓を期待する。 

 

②－２ 今日の農業をめぐる状況に鑑みれば、「機械化による生産の合理化」よりも担い手

不足等に対応して受託生産等による耕作放棄地化の回避や経営の集約化が求められる。それ

に適合した組織の在り方を検討すべきではないか。 

 

②－３ 農業情勢に対応した定款の変更を行っており、設立目的は希薄化していない。 

 

②－４ 農業の機械化による生産の合理化については、農業従事者の減少による受託事業へ

のシフトや経営規模の拡大により、公社として果たす役割は終えているものと思われる。一

方で、受託事業に関しては、農業従事者の減少の受け皿としての役割は拡大している。この

ような実態に合わせて、目的や事業内容について定款変更がなされている。 

定款において、北上市及びその隣接地域を対象区域としているが、農業支援センター事業を

除き、一部の区域が対象となっているのが実態である。 

 

②－５ 一般社団法人への移行を機に定款の見直しが行われ、農作業受託等の業務は増大傾

向にあるなど、設立目的の希薄化等の問題は生じていないと認められる。 

 

 



【一般社団法人北上市機械化農業公社】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

 

③－１ 支援センターなど公益的業務においては代替可能な事業者は見つけにくいが、その

他事業では旧和賀地区を除くと、競合する組織は存在すると思われる。現状では、これまで

の経緯から止むを得ないものと考えるが、今後市におけるどのような立ち位置を保ち、役割

を果たしていくかについての検討は必要だろう。 

 

③－２ 受託生産については、他にも受託を行っている農業法人が存在しており競合はある。

地域的な棲み分けが行われているため競合はないとの説明もあるが、本一般社団法人のみ北

上市が社員となっているのは、競争条件の同一性に反するのではないか。 

 

③－３ 同公社の存在が民間事業者や集落営農の設立を妨げている可能性を否定できない。 

 

③－４ 受託にあたって、生産性の多寡によって差を設けず受託しているとはいえ、市内に

は、約30の農業法人があり、その中で公社の作業受託面積は最大であり、競合がないとは言

い難い。 

 

③－５ 農作業受託などの類似事業を展開する民間業者は市内にも存在しており、競合がな

いとは言えない。また、除雪業務については民間建設会社等も受託可能であり代替可能性は

あると思われる。 

 

 

 

④－１ 現状では法人の事業廃止は市民に一定程度の不利益を与える。一部事業では市民へ

のその不利益は特定地域に偏るようにみえるが、この点については、②③に示したように地

域の特性に対応した事業展開を模索してほしい。 

 

④－２ 受託生産も除雪事業も市民にとって有益な事業であり、その事業がなくなることは

市民にとり不利益である。ただ、その事業主体が本一般社団法人でなければならないは言え

ない。 

 

④－３ 委託農家の不利益は甚大といえるが限定的であり、市民全体が不利益を被るとまで

は言えない。 

 

④－４ 公益目的支出計画事業、農業支援センター事業については、現状の成果自体が明確

ではないため、不利益が生じるかは不明である。受託事業については、受託対象を選別して

いないとのことから、他の農業法人において、受嘱されない可能性もあるため、不利益を被

る可能性がある。 

 

④－５ 市民一般に不利益があるとまでは言えないが、現に利用者があり、かつ将来的には

増加していくことが見込まれることから、事業廃止による不利益は一定程度存在する。 
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■２．財務状況（経営の持続可能性）                   ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 法人 市担当 委員会 

①市に対する財政依存度が減少の方向にあるか。（削減努力をしているか） ○ ○ ○ 

②事業に係る市に対する財政依存度は低いか。（市からの委託事業等以外の自

主事業の割合が高いか） 
△ ○ △ 

出資等法人の自己評価 

 
☐ Ａ．適切 ☑ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

① 受託契約事業以外の財政依存はありません。H26年は米価の大幅な下落により赤字、H27

年は暖冬により除雪事業の大幅な赤字となりましたが、北上市からの特別な財政依存はあり

ません。H28年は各事業において、計画通りの実績を得ています。 

② 除雪事業や緑地の草刈り等の受託事業について、北上市の示す手続きを経て行っており、

北上市の農業行政や道路行政に対する責任を全うしていると考えています。市道の除雪事業

については、農閑期である冬期間の事業であり、公社事業の可能な期間での業務となります。

冬期間における市民の生活環境を守る事業として、その責務を全うしているものです。 

市担当部課の点検評価 

 
☑ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①-1 除排雪業務については、長年の経験と技術から公社への随意契約として扱ってきてお

り、また、同業務を同地域で受託可能である事業者も少ないため、市としても削減を目標と

するものではないと思われる。委託料については、公社の協力の下で業務の実施方法及び委

託料の積算方法の見直しを行い委託料の削減に努めている。 

①-2 農業支援センター業務については、北上市役所本庁舎３階に設置し管理・運営してい

ただいており、ノウハウを積み重ねながら今後も継続していくものであり、削減の予定はな

い。 

② その他事業収益に占める割合は、農産物受託生産販売事業が53.2％、除雪事業収益が

37.7％、農作業等受託事業が8.3％、支援センター事業が1.8％である。自主事業が６割以上

であり適切である。 

政策評価委員会の評価 

 
☐ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☑ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

①－１ 現状における可能な範囲での削減努力を認めることができる。 

 

①－２ 委託費以外に北上市財政への依存はない。 

 

①－３ 公社は周辺農家に頼りにされる存在としての事業活動を行っているが、市が公社を

引き続き市に依存させようとしている。 

 

①－４ 市が委託する除雪事業は、平成27年度においては、5百万円の赤字であったものの、

平成26年度は23百万円、平成28年度は26百万円の黒字の一般正味財産増減額を計上している。

除雪事業の損益は、天候に左右されるものの財政依存度が減少傾向にあるとは言い難い。 
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①－５ 受託業務が効率的に行われているか否かの評価は別にして、受託業務以外の財政資

金は投入されていない点のみをみれば、特段の問題はないと思料する。 

 

 

 

②－１ 財政依存度は高いとは言えない。ただ、支援センターの運営も市からの受託であり、

この点では財政依存度を減少させるという方向には作用していないが、事業が始まって時間

が経っていないことから、現段階では市からの支援もやむを得ないものと考える。ただ今後

に向けて公益的事業の拡充について検討の余地はある。 

 

②－２ 平成28年度において、公益事業以外の経常事業収入合計472百万円に対し、除雪事業

収入は94百万円（20％）である。他方、経常事業収益69百万円に対し、除雪事業収益は26百

万円（38％）であり、市からの委託収入が収益に及ぼす効果は相対的に大きい。 

 

②－３ 自主事業の割合が大きく財政依存度は低い。 

 

②－４ 除雪事業における平成28年度の26百万円の一般正味財産増減額は、公益目的支出事

業計画以外（法人会計を含む）の一般正味財産増減額50百万円の50％を超過しており、市に

対する財政依存度は高いと言える。 

 

②－５ 受託業務以外の財政資金は投入されていないことから財政依存度は低いといえる

が、一方で事前に事業規模を想定しきれない除雪事業のウエイトが小さくない点は経営安定

化の観点からは若干の問題が残る。 
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■３．運営状況（計画性および効率性）                  ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 法人 市担当 委員会 

①経営の基本理念・方針を策定しているか。 ○ ○ △ 

②中長期経営計画を策定し、計画的に事業運営を行っているか。 △ △ △ 

③設立目的に沿った十分な成果を上げているか。 ○ ○ ○ 

④顧客ニーズを適切に把握できているか。 ○ ○ △ 

⑤市民への情報公開を積極的に行っているか。 ○ ○ × 

⑥効率的な組織体制となっているか。（職員の技術力・専門性は十分に確保されて

いるか、また適切な人員配置ができているか。） 
○ ○ △ 

⑦役職員の人件費は適切か。 ○ ○ ○ 

出資等法人の自己評価 

 
☐ Ａ．適切 ☑ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

① 定款に法人の目的と事業を掲げ実行している。目的に沿った事業計画を作成し事業を展

開しています。 

② 中長期的経営計画は作成していません。H26年4月から一般社団法人としてスタートし、

初年度から新たな事業にも取り組んでいるため、その経過を踏まえて作成しなければなりま

せんので、今後の策定に取り組みます。 

③ 北上市の農業振興の発展に向けて、事業を続けています。設立の目的に沿った事業を展

開しています。 

④ 圃場条件等で受託契約の線引き等は行わず、契約時点において明確な条件を説明し同意

をえながら進めています。契約解除等の申し入れに対しても、丁寧に対応しています。 

⑤ H26年にHPを立ち上げ、事業等の情報を広く発信しています。また、受付窓口には情報公

開用として、業務報告書及び事業計画を備えています。 

⑥ 事業に必要な研修は各種行っています。技術・資格等の講習会への必要な職員への取得

指導及び経費負担も含め毎年行っています。 

⑦ 一般社団法人移行後として、常勤役員体制を取りました。現在は2名です。役員報酬につ

いては、役員報酬にかかる審議委員会を設置し総会承認を経て決定しております。職員の給

与は、農協関係を参考に設定し、適正な水準として設定をしています。 

 

市担当部課の点検評価 

 
☑ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

① 基本理念・方針は定款の目的に明記されている。 

② 中長期的経営計画は策定されていないが、農業用機械の更新計画により計画的に事業運

営を行っている。 

③ 設立目的に沿った成果については十分な成果をあげている。 

④ 農作業受託について、ニーズに応えている。 

⑤ ホームページを開設し、随時情報公開をしている。 

⑥ 研修等による技術及び資格の習得に努め、農業生産における高い技術力及び専門性が確
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保されている。 

⑦ 職員人件費は花巻農業協同組合と同水準であり、適切である。 

政策評価委員会の評価 

 
☐ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☑ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

 

①－１ 策定していると認められる。 

 

①－２ 定款の目的（３条）及び事業（４条）に理念・方針に当たるものが述べられている

が、農業をめぐる環境、法人の現実の事業内容とのかい離が生じている。基本理念・方針を

再検討してもよいのではないか。 

 

①－３ 中期３カ年事業計画を策定しているが、公社のビジョンまで明示されているとは言

えない。 

 

①－４ 中期３ヵ年事業計画において基本方針が策定されている。国の農業政策の見通しは

考慮されているものの、対象区域である北上市及びその隣接地域における環境分析がなされ

ていないため、作付面積の増加の根拠が不明である。 

 

①－５ 法人の定款に記載された目的をもって一応「経営の基本理念・方針」と解すること

も出来なくはないが、前回評価の際に示唆したところの「より端的に表現された基本理念」

も検討願いたいところであった。 

 

 

 

②－１ 最近になって中期的計画の策定が行われ、計画的に事業を運営する努力を認めるこ

とができる。 

 

②－２ 長期経営計画を策定していないが、「中期３カ年事業計画・予算書」（平成30年度～

32年度）は作成している。 

 

②－３ ３ヶ年事業計画を策定するなど、その努力を評価したい。 

 

②－４ 公益目的支出事業計画事業については、アウトプット目標のみで、アウトカム（成

果）目標の設定がない。 

 受託生産販売事業については、受託面積増加のための方策（根拠）がないため、実効性が

不明確である。農業支援センター事業については、人員体制に関する記載のみで、事業内容

に関する具体性がない。 

 

②－５ 中期３ヶ年事業計画・予算書が策定されるなど、計画的な事業運営が行われている。 

 

 

 

③－１ 概ね設立目的に沿った事業展開がなされ、一定の成果を上げていることは認められ

るが、地域的な偏りなどの問題については、さらに検討の余地があるものと考える。 
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③－２ 設立目的である「農業の機械化による生産の合理化、労働効率の改善及び農村の生

活環境の整備」と現実の事業にズレが生じている。 

 公益目的支出事業のうち平成28年度新規就農者育成事業については、水稲全作業研修、大

型農業機械オペレーター研修ともに応募者がなく実施できなかった。機械オペレーター研修

は、H26、27、28年度と3年続けて応募者がなかった。事業内容または実施方法の見直しが求

められる。 

 収入が最大の事業である農産物受託生産販売事業は、より効率的な実施に努めることが求

められる。例えば麦事業（平成28年度）では、単収136.4kg/10a、生産費（経常費用総額）26,386

円/60kg（交付金支払額を控除した経常経費では23,522円/60kg）だったが、農水省資料（政

策統括官付穀物課「麦をめぐる最近の動向について」,2017.10）によれば、小麦全国平均は、

単収369 kg/10a、生産費（全算入生産費）9,242円/60kgであり、対象法人の場合、 

単収は１/３程度、生産費は２倍以上となっている。また、販売価格も、全国平均50円/kg程

度に対し、本法人は13.7円/kgと低い。 

 

③－３ 設立目的に沿った成果を上げているといえる。 

 

③－４ 受託事業が中心となっている中で、受託事業については、受託面積を伸ばすととも

に、一定の収益を計上している。 

 

③－５ 地域性の問題は残るものの、設立目的に沿った成果をあげていると認められる。 

 

 

 

④－１ 契約対象農家等の顧客ニーズの把握は行われているが、顧客開拓や公益的事業への

ニーズ把握などの努力が行われているかわからない。その手段と範囲の点でまだまだ拡充の

余地は残されている。 

 

④－２ 新規就農者育成事業の応募者がいなかったこと、農業体験交流事業参加者が減少し

ていること、農産物受託生産販売事業の販売価格が低位にあることから、顧客ニーズが適切

に把握できているとは言えないのではないか。 

 

④―３ 小規模農家の農地の受託に努めるなど、農家の要望や市の要請に可能な限り応えよ

うとする姿勢が窺える。 

 

④－４ 公益目的支出事業計画事業については、客観的な成果指標が設定されていないため

顧客満足度の向上が見られているのか不明である。新規就農者育成事業については、応募者

がいないが、ニーズの問題か周知不足の問題かを明確にし、事業の見直しが必要である。 

受託事業については、受託面積の伸張からニーズに対応できているものと思われる。 

農業支援センター事業については、28年度からの立ち上げであり、不明である。 

 

④－５ 地域性の問題にも関わるが、現にサービスを提供している地域での顧客ニーズ把握

には大きな問題はないと思われるが、それ以外の地域のいわば潜在顧客ともいうべき農家の

ニーズを十分に把握できているかは疑問がある。 
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⑤－１ 基本的な情報公開を行っていると認められるが、さらに法人の理解と信頼を得るた

めの情報公開による努力の余地はあるものと考える。 

 

⑤－２ 定款、事業報告書ともにHPに掲載されていない。また、北上市情報公開条例は「当

該出資法人の保有する情報の開示に関し必要な措置を講ずるよう努めなければならない。」旨

定めているが、本公社は情報公開に関する規定を定めていない。 

 

⑤－３ HPを立ち上げて事業情報等の提供に努めているが、定款が未掲載であるなと、情報

が限定されている。また、農業支援センターのHPは独立しており、公社のHPとリンクされて

いない。 

 

⑤－４ 公社としてホームページを作成しているが、定款の掲載は準備中、事業計画や事業

報告に関する掲載もされていない。また、ホームページ上での市やJAいわて花巻との連携も

取れているとは言い難い。例えば、新規就農者育成事業については、市のホームページでは

事業の紹介や公社の該当ページへのリンクもされていない。市民向けの情報公開という意味

においては、改善の余地が大きい。 

 

⑤－５ 前回評価の際に課題とされていたホームページの開設やそれによる情報提供にも取

り組んでおり、一歩前進ではあるが、定款や事業報告書などが公開されていないなど依然と

して改善の余地がある。 

 

 

 

⑥－１ 概ね効率的な組織体制となっていると考えられる。 

 

⑥－２ 28年度の人件費総額（法定福利費を含む）1億3,559万円のうち1億1,904万円は、公

益的事業以外の「その他事業」に割り振られている。そこで、「その他事業」中最も人件費が

割り振られている麦事業について検討すると、10aあたり人件費は10,087円であり、労働費全

国平均の5,828円（農業経営統計調査、H28年度）を大幅に上回る。10aあたり労働時間は全国

平均3.57時間である。本公社の労働時間は不明だが、作業効率改善の余地があるのではない

か。 

 

⑥－３ 農業支援センターの組織体制が十分とは言えない。 

 

⑥－４ 平成30年度から３年間で、業務課職員4名、総務課職員1名の新規採用が計画されて

おり、今後の技術力・専門性の継承が課題となる。 

 

⑥－５ 前回評価の際に役員が全員非常勤であることを問題点として指摘したが、現在は役

員２名が常勤役員となり経営責任が明確化されるなど、改善しつつあると認められる。 

 

 

 

⑦－１ 概ね適切なものと考えられる。 

 

⑦－２ 給与は花巻農業協同組合と同水準であり妥当と思われるが、人件費総額について改

善の余地がないか検討してはどうか。 
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⑦－４ 事業（受託面積）拡大に伴い、人件費は増加傾向にある。今後の職員採用に伴い受

託面積の増加が伴わない場合、人件費が負担となる可能性があり、注意が必要である。 

 

⑦－５ 特段の問題点は認められない。 

 

［市の関わり方の評価］ 

■４．市の施策との関わり（市の方針評価）                ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 市担当 委員会 

①市の施策と法人の設立目的、活動内容は適切な方向性にあるか。 ○ △ 

②市の期待する成果を十分に上げることが見込めるか。 ○ △ 

③市の財政的・人的関与状況は適切か。 ○ △ 

④市の方針によらない場合に、市民が不利益を被るか。 ○ △ 

⑤施策の実現のために、市は適切な対応を行っているか。 

（施策の転換等があった場合の対応を含む。） 
○ × 

市担当部課の点検評価 

 
☑ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①-1 農業従事者の減少が続く中、水稲、大豆等の土地利用型作物を中心に受託面積を拡大

し、耕作放棄地の未然防止や農村環境の保全の観点で、市の施策の方向性と合致している。 

①-2 除排雪業務については、安定的かつ効率的に実施する体制を構築している。 

②-1 一般社団法人への移行後の定款では、農業振興や地域振興に関する目的が追加される

とともに、公益目的支出計画では市の農業振興施策に沿った事業が計画されていることから、

今後も農業振興にかかる協働のパートナーとして大きな役割を果たしていくものと見込まれ

る。 

②-2 除排雪については、今後も市との協働の下で安定的かつ効率的な業務実施が見込まれ

る。 

③ 市の財政的関与は返還義務のある長期預かり金2,500千円のみであり、出資金は無い状態

となっている。非常勤役員の一部に市職員が選任されており、公社の運営にかかわっている。 

④ 農作業受託事業を廃止した場合、耕作放棄地が急増し農村環境が大きく損なわれるおそ

れがある。また、除排雪事業を廃止した場合は、代替する受託者の確保が困難であることか

ら除排雪の実施に支障をきたす恐れがあり、市民に不利益が生じる。 

⑤ 農業従事者の減少が続く中、耕作放棄地の未然防止や農村環境の保全等の目的のため、

きたかみ農林業ビジョンの中でも北上市機械化農業公社の機能強化を重点分野として掲げて

おり、今後も互いの連携を図りながら機能強化を進める。 
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政策評価委員会の評価 

 
☐ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☑ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

 

①－１ 市の施策に沿った方向で活動が展開されていると考えるが、当初の法人設立の経緯

に影響を受けることは避けられないものの、改めて市の農業振興全体からの視点から、法人

の役割を考える余地もある。 

 

①－２ 本公社の目的は、市の施策「農業の生産性向上」に最も関係し、公社の受託生産事

業や作業受託がそれに応えていると考えられる。しかし、同様の事業は他の農業法人等でも

行っており、本法人にのみ市が関与すべき根拠は乏しい。 

 

①－３ 厳しい農業情勢の中、耕作放棄地を増やさない、という市の施策とプレイヤーとし

ての公社の役割は一致している。しかし、農業法人として動き出した公社の活動を阻害する

ような新たな事業を委託することについては、強い違和感を覚える。 

 

①－４ 法人の設立目的、事業内容の比重が変化してきている中で、市の施策との関連性を

再確認する必要がある。現状においては、市の施策である、生産工ストの低減や農地集積に

よる効果的な農業促進による「農業の生産性向上」と、公社の事業内容が合致しているもの

と考えらえる。生産性向上による便益は、受託料の低下によってはじめて農地所有者（市民）

に還元されるが、一方で、受託料の低減は、他の農業法人の事業を圧迫することとなる。施

策と法人の事業内容の関連性について見直しが必要である。 

農業支援センター事業については、職員を追加的に採用することにより対応がされており、

現状、公社が特に専門性や知見を有しているわけではないことから、公社に対し、委託する

必然性は見当たらない。 

 

①－５ 地域性の問題を考慮しなければ特段の問題はないとも評価できるが、法人の活動地

域が偏っていることを是とするのか否か、民間事業者の存在も踏まえつつ、市と法人の間で

明確な合意を得る必要があると思われる。 

 

 

 

②－１ 法人を総合計画にもとづく施策を実現する協働主体として期待するならば、法人の

自立的経営を促進しつつも、市の施策を支える公益的なシステムの形成・充実や市内の地域

特性に適応した法人の事業展開について、市としても検討が求められる。 

 

②－２ 「農業の生産性向上」という施策を全市域にわたって推進するためには、事業地域

が限られている本公社と市との関係を見直した方が良いのではないか。 

 

②－３ 新たな委託である「北上市農業支援センター」の活動は、農業分野のプレイヤーと

しての公社の活動とは十分にリンクすることが見込まれず、結果として市の期待する成果を

十分にあげることができないと考える。 

 

②－４ 農業の生産性の向上という観点においては、公社における収益性の増加という成果

しか見込めないと思われる。 
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②－５ 地域性の問題について現状を追認する立場に立つのであれば十分な成果を見込める

と思われるが、市の期待が市全域での農業振興にあるとすれば、上記のとおり法人側との合

意形成が大前提となると思料する。 

 

 

 

③－１ 市の法人への対応は、現状では適切な範囲内にあると考える。ただ法人を市の施策

を実現するための協働主体として期待するならば、現在の関与や対応を点検する必要がある。 

 

③－２ 市は、本公社の社員となっているが、市の関与がなくても公社は受託生産事業等を

行うことができる。むしろ、市の関与から離れた方が、公社は自主的に地域に密着した事業

を行えるのではないか。 

 

③－３ 上記①及び②から、市の関与のあり方は必ずしも適切とは言えない。 

 

③－４ 公益目的支出事業計画事業については、支出すること自体が目的化することが考え

られるため、成果につながるよう人的関与を強めるべきである。 

 

③－５ 特段の問題は認められない。なお、法人の公益目的支出計画事業により、市が法人

から継続的に寄付を受けるなど法人の資金で公益的事業が展開されているが、将来的に同事

業が終了した場合の事業継続等については（近い将来ではないとしても）時機を逸すること

なく検討を開始されたい。 

 

 

 

④－１ 総合計画などに示された施策の多くが推進されなければ、市民は不利益を被る。た

だ、協働主体としての本法人の事業範囲が現状のままにとどまるのならば、それが失われて

も市民の不利益は限定的だと考える。 

 

④－２ 総合計画の施策に掲げられている事項は市民にとって必要だが、本公社への市の関

与がそのための適切な手段とは思われない。 

 

④－３ 「北上市農業支援センター」の位置づけを再検討すべきである。 

 

④－４ 不採算農地の受託を行なっているという点で、市の方針によらない場合は、市民が

不利益を被ると考えられる。 

 

④－５ 市民一般に不利益があるとまでは言えないが、現に利用者があり、かつ将来的には

増加していくことが見込まれることから、市の方針によらない場合の不利益は一定程度存在

する。 

 

 

 

⑤－１ 現状では市の対応は適切なものと考えられる。なお、市の施策に示される課題実現

のために、協働の対象とその内容・方法などについては検討の余地がある。 
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⑤－２ 公社設立時とは、農業をめぐる環境が変化し、公社の事業内容も変化している。市

は、全市域を対象として、施策実現のための方策を再検討した方が良いのではないか。 

 

⑤－３ 「北上市農業支援センター」の位置づけを再検討すべきである。 

 

⑤－４ 今後も市の出資法人としての位置付けで市の方針を反映させるのであれば、公社の

事業拡大の原因となっている農業従事者の減少（農地の維持）に対する施策の必要性につい

て再検討し、受託事業については、他の法人が採算上参入しにくい農地の受託に特化するな

ど公社の役割を再検討する必要がある。 

 

⑤－５ 概ね適切な方向にあると思われるが、地域性の問題を法人との間で明確化する必要

がある。 
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■５．総括意見 

政 策 評 価 

委員の意見 

【総括意見】 

本法人の評価にあたっては、いくつかの点で委員間の評価が分かれた。その原因は、第１

に、旧和賀町を対象に設立された本法人が、これを色濃く反映して、現在でも取り扱ってい

る事業に地域的偏りがあることへの適否について委員間で判断が異なることによる。第２は、

法人設立当初の設立目的に対して、一般社団法人化後の定款に挙げられた目的は事業の実態

に合わせて修正はされてきたものの、目的と実際の事業内容の整合性の程度について評価が

分かれたことにある。第３には、法人が農業支援センターの事業を市から受託したことに対

して、判断を一層難しくしていると考えられる。さらに、前回評価からの改善のレベルとそ

の進捗度に対する評価についても、委員間で認識・判断の違いが見られたように思える。こ

のように本法人に対する評価で、委員間で異なる点がいくつか見られたが、このことは、一

定の改善努力を確認できるが、一方ではまだまだ基本的な点でいくつかの問題が残されてい

ることを示しているものと考えるべきであり、法人経営・運営の健全化と効果的な市の施策

展開のために、両極の意見について耳を傾けるとともに、市と法人の協議・検討を行ってほ

しい。 

最後に、評価シートの７「市と協働して事業を行ううえでの市に対する意見等」で記載さ

れている意見等に対し、市として配慮する必要がある。 

 

⑤－１ 

法人の取り組む事業内容と規模については、法人の持つ資源の範囲でかなりの程度健闘し

ていると評価できる。また、経営内容についても前回の外部評価の指摘への対応努力がなさ

れ、改善・拡充が認められる。 

しかしながら、法人に地域農業の振興を支える協働の主体として位置付けるのであれば、

さらなる法人の努力の余地は残されているものと考える。法人としては、全市的視点に立っ

て、地域ごとの問題解決のための対策の検討に取り組むことが望まれる。市としても、法人

を市の求める農業振興を実現するための協働の主体として、どこまで何を期待すべきかを整

理し、それによって法人への支援や関与のあり方を点検し、対応する必要がある。 

 

⑤－２ 

市の関与について抜本的な見直しが必要ではないか。 

 

⑤－３ 

北上市は、同公社を市の農業施策に縛り付けずに、プレイヤーとして農業分野でより自由

に活動できるように努める必要がある。 

プレイヤーは速やかで機動的な事業活動の展開を旨とすべきであり、コンサルティング業

務やデータベース作成業務はそれらとは異質の活動となり、同一法人内で実施していくこと

に強い違和感を抱く。実際、支援センターのスタッフは新規に雇用されたメンバーが中心で

あり、主たる勤務地も市役所内にあり、HPも独立しており、公社が受託する必然性に乏しい。

支援センターは、市との密接な連携のもとに活動すべき存在となっており、双方にデメリッ

トをもたらしている可能性が高い。このような状況は一刻も早く改善するべきである。 

 

⑤－４ 

現時点においては、事業の委託が中心であり、市としての財政負担は大きくないが、出資

法人として、より効果的な活用を図るのであれば、施策との関連から、市として、公社のど

の事業にどのような期待をするのかについて、明確にするべきと思われる。 
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⑤－５ 

概ね適切と評価するが、法人の活動地域の地域的な偏りを是とするか否かについては、市

と法人の間で明確な合意形成が必要である。市の求める役割が市全域における農業振興の協

働パートナーということであるならば、地域的偏りは是正されなければならないであろう。

一方、法人の設立経緯から考えれば、活動地域の偏りについては歴史的な合理性があるとも

いえるところであり、いわゆる「すみ分け」は一種の経済的な生態系を形成しており、無理

に現状変更を図るべきではないという考え方もあり得よう。いずれにせよ、地域性の問題に

ついて市と法人の間で認識を一致させておくことが、効果的な施策運用には不可欠と思料す

る。 

 

■６．その他特記事項・参考意見等 

政 策 評 価 

委員の意見 

⑤－２ 

設立時の経緯から、北上市は社員として関与を続けているが、北上市の施策にとっても、

公社の事業にとっても、それが適切かどうかを再検討してはどうか。現在、公社は定款第6条

の二号社員のみで構成されているが、一号社員を募り、運営の自律化を図るのも一つの方策

ではないか。 

⑤－５ 

１．顧客ニーズを事業運営に反映させるため、一号社員の制度を活用して、受益者の経営参

加（あるいは意向の反映）を検討してはどうか（市の議決権は弱まることになるが、委託業

務等を通じての影響力は残るので、市として直ちに大きな問題が生ずる可能性は低いと思わ

れる）。 

２．除雪事業については、参入希望者に平等に門戸が開かれているとすれば、将来的に業務

量が減る可能性があり、また降雪量に左右される点も経営安定化の観点からはやや問題があ

る。法人経営の観点のみから言えば、除雪事業に代わる冬季の安定した事業を模索すべきで

はないか。 

 

■７．市と協働して事業を行ううえでの市に対する意見等 

出資法人等

の 意 見 

 北上市は、「北上市農業支援センター」を立ち上げ、農業者の相談業務や情報発信等の充

実を図っています。その運営については、公社としても協力関係にありますが、他団体との

連携について、もう一歩踏み込んだ協力体制が必要ではないかと感じています。特にＪＡと

の関係は、一行政と広域農協との調整は難しいものがあると思いますが、農業者は農業政策

上において意思疎通のある連携のとれた対応を求めています。 

 



【社団法人・財団法人用】

■１．法人の概要

■２．設立の経緯と市の関与

■３．資本金等の状況 H29.3.31現在

千円 千円 49.0 ％

① 千円 ％

② 千円 ％

③ 千円 ％

■４．役職員の状況 H29.3.31現在
常勤役員 非常勤役員

2 9 11 人

常勤職員 非常勤・臨時職員

11 13 24 人

62.7 才 29.7 才

■５．情報公開の状況

有り 無し 有り 無し

　農業の機械化による生産の合理化、労働効率の改善及び農村の生活環境の整備を図り、北上市
及びその隣接地域の農業振興施策の実施と農地の有効利用・生活及び自然環境の保全の一役を
担いながら農業生産の向上を目的とする。

○農作業受託契約による農作業受託作業及び農産物の生産・販売
○水稲・野菜・花卉等の育苗販売
○農業用機械、特殊車両等の整備
○市道及び農村集落道・その他除雪作業の受託
○農村地域等の公園、緑地の管理作業の受託
○農業振興及び地域づくりに関する事業
○農業体験及び研修事業
○前各号に付帯する事業のほか、この法人の目的達成に必要な事業

北上市出資法人等協働評価シート（基本情報確認用）

法 人 名 称 一般社団法人北上市機械化農業公社 担 当 部 課 名 農林部農林企画課

設 立 目 的

事 業 内 容

設立の経緯と市の
関与（設立時からこ
れまでの経緯）

　旧和賀町時代の昭和33年、農業機械を共同利用する「和賀川左岸地域寒冷地農業振興
協議会」として発足。以後対象エリアを和賀川左右両岸に拡大するとともに、農業機械を順
次増台し、事業内容もトラクター事業からコンバイン事業、水稲共同防除、水稲籾乾燥へと
拡大していった。
　昭和49年、和賀町と和賀中央農協が出資する社団法人和賀町機械化農業公社に改編
し、この頃から除雪作業を受託するようになる。
　昭和53年以降は米の生産調整に対応し転作田を活用した小麦栽培に着手し、昭和61年
には野菜栽培事業、そば栽培事業及びアスパラガス植栽事業に着手する。
　平成３年、３市町村合併に伴い現社名となる。
　平成５年に野菜栽培事業を廃止する一方、平成８年に水稲育苗受託事業、平成９年に無
人ヘリコプターによる水稲農薬散布に着手する。以後農業従事者の減少と高齢化による担
い手不足の進行に対応して、農作業受託面積を順次拡大している。
　平成26年、一般社団法人へ移行した。
　平成28年からは市から北上市農業支援センター事業業務を受託し、北上市役所本庁舎３
階でセンター業務を実施している。

代 表 者 名 理事長　島津　秀三郎 設 立 年 月 日 昭和49年10月21日

所 在 地 北上市和賀町煤孫10地割14番地２ 電 話 番 号 0197-73-6022

2,600 51.0

長期預り金 5,100 う ち 市 分 2,500 市 割 合

そ の 他 の
主 な 出 資 者

名称 金額 割合

花巻農業協同組合

役員数
合計

うち市OB うち市派遣 うち市OB うち市派遣

役員の平均年齢 常勤職員の平均年齢

情 報 公 開 規 定 の 有 無 ホ ー ム ペ ー ジ の 有 無

職員数
合計

うち市OB うち市派遣 うち市OB うち市派遣

情 報 開 示 の 方 法 事務所内にディスクロージャー（企業内容等開示）用に業務報告書を備え付けしている。

ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス http://k-knk.or.jp/

ホームページでの経営状況等情報提供内容

定款 役員名簿 事業報告 財務諸表



■６．財務状況 単位：千円

■７．市の財政的関与の状況 単位：千円

指定管理施設の名称 －

合計 134,466 75,392 128,464

損失補償契約に係る債務残高 0 0 0

貸付金残高 0 0 0

補助金・交付金 0 0 0 ○委託料：除排雪、防雪柵管理、工
業団地除草、牧草地再生(H26,27)、
農業支援センター業務(H28)

委託料 134,466 75,392 128,464

出資金（追加額） 0 0 0

その他（使用料等） 0 0 0

総資産経常利益率
（経常利益÷総資産）×100

△5.5% △4.8% 6.9%

項　　目 H26年度 H27年度 H28年度 備考

借入金依存度
（長・短期借入金÷総資産）×100

0% 0% 0%

管理費比率
（管理費÷経常費用）×100

6.4% 6.1% 5.3%

人件費比率
（人件費÷経常費用）×100

29.7% 29.6% 30.3%

【財務指標】 H26年度 H27年度 H28年度

自己資本比率
（資本÷総資産）×100

40.9% 37.7% 40.0%

流動比率
（流動資産÷流動負債）×100

532.9% 1026.3% 750.3%

備考

資産合計 516,344 496,625 565,019

負債合計 304,960 309,170 339,266

正味財産合計 211,384 187,455 225,752

　うち指定正味財産 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0

正味財産期末残高 211,384 187,455 225,752

【貸借対照表】 H26年度 H27年度 H28年度

税引前当期一般正味財産増減額 △ 28,214 △ 23,929 38,297

法人税等 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 28,214 △ 23,929 38,297

経常外収益 18,916 0 4,995

経常外費用 18,916 0 5,434

当期経常外増減額 0 0 △ 439

23,571

　うち人件費 129,685 124,348 135,590

当期経常増減額 △ 28,214 △ 23,929 38,736

経常収益 407,840 395,809 485,620

　うち基本財産運用益 0 0 0

　うち事業収益 406,954 394,535 481,115

経常費用 436,054 419,738 446,884

　うち事業費 408,160 394,301 423,313

　うち管理費 27,895 25,438

【損益計算書】 H26年度 H27年度 H28年度 備考



■８．職員研修の実施状況

■９．設立目的に沿った事業の実施に有効な資格の取得状況

■10．主要事業の実績概要

アスパラガス植栽事業

北上市・JAいわて花巻の振興作物となっており、アスパラガスの作付拡大を
目的とした県単事業の新植及び改植における農業機械作業の委託を受け、
農家の圃場づくりを行っています。また、2年前から公社でも冬期間の施設
を利用した、伏せ込み栽培に取組んでいます。昨年の実績は、993千円の赤
字でした。

農業振興受託事業

平成27年度より、北上市では「北上市農業支援センター」を設置し、農業関
係者へのサービスを行っています。公社はそのセンターの業務委託をうけ、
コーディネーターを配置し、取組んでいます。運営は北上市との業務委託契
約によるものとなっています。

0 3

新採用職員農業機械作業前点検・安全作業及び実技 2 2 0

産業用無人ヘリコプターオペレーター技能認定講習 2 1 0

車両系建設機械（整地等）運転技能講習

2 3

玉掛け技能講習 3

フォークリフト運転技能講習 0

除雪事業

北上市との市道除排雪業務委託契約により、取組んでいます。その他公社
所有の除雪により、施設関係の除雪を行っています。平成27年度は、暖冬
の影響により赤字となりましたが、平成28年度は26,157千円の収益実績とな
りました。

公益目的支出計画事業

平成26年4月に法人移行の認定を受けて一般社団法人へ移行しました。移
行前の純資産分を20年間にわたり事業として取組むことで、本事業を展開し
ているところです。事業内容は、新規就農者育成事業・農業体験交流事業・
花卉・野菜育苗事業・特別寄付であります。3ヵ年の累積は40,394千円とな
り、計画を上回っています。H28年度は、11,623千円の支出額でした。

農産物受託生産販売事
業

平成26年から、一般社団法人の農業法人として全農作業受託契約を締結し
ながら事業を行っています。平成28年度の農作別の作付面積は、水稲
103.8ha,小麦168ha、大豆129.3haとなっています。平成28年度の販売収益は
36,902千円となりました。毎年約20haの作業面積の増加が続いています。人
員及び設備の充実が必要となってきています。

農作業等受託事業

個別農業機械の作業委託として、水田耕起・代掻き・田植・刈取・無人ヘリ防
除作業・緑地公園等の除草作業を行っています。農業に係る個別農作業委
託は、減少傾向にあります。全作業委託にシフトしているためです。牧草地
再生の作業委託もあり、H28年度の収益は、5,731千円となりました。

水稲育苗事業

水稲育苗事業は、公社作付用の水稲苗と同時作業を行い、一般農家から
の委託を受けた分を提供しています。年々減少傾向になっています。H28年
度は、10,975枚の供給となっています。収益では362千円の実績となりまし
た。

事業名称 活動実績・成果

小型式移動クレーン技能講習 3

0 0

資格の種類及び名称
当該年度末の有資格者数

H26年度 H27年度 H28年度

産業用無人ヘリコプター・オペレーター研修 3 4 3

研修の種類及び名称
当該年度の受講者数

H26年度 H27年度 H28年度

職員研修(農業関連展示会） 25 23 27



■11．市の施策との関係（これまでの活用効果及び今後の市の方針）

市 の 施 策

①農業従事者の減少が続く中、小規模農家から農作業受託を受け、生産性の高い地域農
業を展開するとともに、耕作放棄地の未然防止や農村環境の保全を図る。
②冬季間の交通機能を確保するため、適切な除排雪に努める。
③農業者への課題解決のため、北上市農業支援センターを設置し、情報収集と提供、農業
者からの相談に対応する。

これまでの
活 用 効 果

①農業の担い手不足が進行する中、農作業受託により土地利用型作物の生産を推進し、
遊休農地及び耕作放棄地の発生防止に大きな役割を果たしている。
②市道除排雪業務の受託者として冬季間の交通機能の確保に大きな役割を果たしてい
る。
③H28から北上市農業支援センター事業業務を受託し、農業者の課題解決に寄与してい
る。

現 在 の 課
題

①農業を取り巻く情勢が変化する中で、農作業受託を基幹とした現在の公社の役割のほ
か、新規就農者支援や農業者と事業者等をつなぐ北上市農業支援センターを設立し、市か
らの受託により運営を行っているが、ホームページの開設等により市民認知度の向上が必
要である。
②事業エリアは全市とされているが、農作業受託、除雪受託とも実際には西部方面に偏っ
ている。

今 後 の
市 の 方 針

①公社の公益目的支出計画に定められた公益目的事業の実施について、協働のパート
ナーとしてそれぞれの役割を明確にし、連携を図っていく。
②農業を取り巻く厳しい環境を踏まえ、きたかみ農林業ビジョンにおいては、本公社がこれ
まで以上に地域農業の振興に資する団体となるよう機能を強化することを掲げており、新
規就農者支援や農業者と事業者等をつなぐ北上市農業支援センターの機能強化に向けて
連携を図っていく。



【後期基本計画】              政策の基本目標３：ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 

                                          ３－３ 魅力ある農林業の振興 

 

■私たちにできること（まちづくりの担い手としての取り組み） 

 

(1) 3-3-1農業の生産性向上                      （農林企画課、農業振興課、農業委員会）  
 

 農業生産基盤の整備と機械化により生産コストの低減を図るとともに、新技術や新品種を積極的に導入し、効

率的な農業生産を展開します。また、二子さといも、きたかみ牛など北上ブランドの確立による競争力のある産

地づくりを推進し、農業所得の向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆成果指標◆◆ 

 

 

 

 

 

 

施策の方向 主な取組内容（市の役割） 

①生産コストの低減 

 水田の大区画化など農業生産基盤の整備を促進するとともに、稲作における直播などの新技

術を積極的に導入します。また、伸び悩んでいる園芸部門についても機械化による効率的な生

産体制の構築を進め、生産コストの低減を図ります。 

・国営造成施設管理体制整備促進事業、経営体育成基盤整備事業 

・いわて地域農業マスタープラン実践支援事業、強い農業づくり交付金事業 

・経営体育成支援事業 

②農地集積による効率的な 

農業経営の促進 

 兼業農家と担い手農家、関係機関・団体が連携し、担い手への農地集積を促進するととも

に、施設・機械の整備支援等により経営規模の拡大を促進し、経営の効率化による農業所得の

向上を目指します。また、兼業農家と担い手農家が役割に応じて協働により共生し、優良農地

を経営していくため、地域の実情に即した生産体制の構築を図ります。 

・農地中間管理事業 

・強い農業づくり交付金事業（再掲）、人・農地問題解決加速化支援事業 

③ブランド産地の確立 

 二子さといも、きたかみ牛などのほか、アスパラガス、米、りんご、小菊などのさらなるブ

ランド化を進め、安全・安心で品質の高い農産物を提供し続け、北上ブランドの確立による競

争力のある産地づくりを推進します。 

・北上地域ブランド推進事業  ・きたかみ牛消費拡大推進事業費補助金 

・農産物ブランドアップ対策事業 

④新技術・新品種への挑戦 

 産学官の連携による新技術や新品種の導入に積極的に取り組むなど農業生産力の向上に挑戦

します。 

・アスパラガスブランド強化事業費補助金、高収益作物拡大事業費補助金 

⑤転作田の活用 

 安定した転作田の活用を図るため、大豆や小麦、飼料用米など土地利用型作物の生産を推進

するほか、農業所得の向上と安定化を図るため、ブランド力のある二子さといも、グリーンア

スパラガス、小菊などの園芸作物の生産拡大を推進します。 

・経営所得安定対策推進事業補助金 

 

項目 
現状値 

（平成27年３月） 
中間目標値 

（平成30年度） 
目標値 

（平成32年度） 

ほ場整備率 73.3%(平成25年３月) 73.4% 73.4% 

水稲直播面積 91.1ha 100ha 100ha 

担い手への農地集積率 50.03％ 53.5％ 54.0％ 

野菜等重点作目の転作田栽培面積 138ha 160ha 165ha 

 

総合戦略 

市 民 

（地域、市民団体等含む） 
・地場産品の積極的な消費、贈り物などを通じた地元農産物のＰＲ 

企 業 

（事業所、生産者等含む） 

・効率性や農産物品質の向上、新技術の積極的な活用 

・企業による設備投資、適地作物の研究 

 

役割の意識 

市民 企業 行政 

● ◎ ◎ 

 



【後期基本計画】              政策の基本目標３：ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 

                                          ３－３ 魅力ある農林業の振興 

 

(2) 3-3-2農産品の高付加価値化と新たな流通の開拓      （農林企画課、農業振興課、商業観光課、工業振興課） 

 

 農業者を支援する農業中間支援体制を構築し、１次産業としての農業生産から、付加価値の高い農産物の加工

販売、流通の開拓など、総合的な６次産業としての農業へ積極的に挑戦します。また、市場流通での相対取引の

拡大を図るほか、新たな流通ルートの開拓を目指し、量販店や食品加工業への供給体制の構築など農商工連携を

促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆成果指標◆◆ 

 

 

 

 

施策の方向 主な取組内容（市の役割） 

①特産品の高付加価値化 
 

【関連施策】 

・3-1-1 ③農商工連携の促進 

・3-2-4 ④観光物産の振興 

 農商工連携を促進し、二子さといも、グリーンアスパラガス、きたかみ牛など、ブラ

ンドカがある特産品の更なる高付加価値を図ります。 

・農業中間支援事業（新規） 

・北上地域ブランド推進事業（再掲）、きたかみ牛消費拡大推進事業費補助金 

・新事業創出支援事業補助金（再掲） 

・いわてＢ級グルメイベント開催負担金（再掲） 

②消費者が求める商品開発 

【関連施策】 

・3-1-1 ③農商工連携の促進 

・3-2-4 ④観光物産の振興 

 消費者ニ一ズに合った魅力ある商品を開発するため、地域の食文化、古くから伝わる

野菜など地域の農産物・食文化を再検証し、消費者が求める高付加価値化商品の開発を

推進します。 

・北上地域ブランド推進事業（再掲）、新事業創出支援事業補助金（再掲） 

③新たな流通の開拓 

 

【関連施策】  

・3-1-1 ③農商工連携の促進 

  競争力のある特産品は、さらなる相対取引の拡大とともに新市場に進出するなど、

より強い特産品として新たな流通ルートの開拓に挑戦します。 

・産業連携推進事業、ふるさと便ＰＲ事業 

・農業中間支援事業（再掲） 

・きたかみ牛消費拡大推進事業費補助金（再掲） 

④大量生産体制の整備 

 

【関連施策】 

・3-1-1 ③農商工連携の促進 

 消費量が大きい大型量販店や食品加工業への供給には、小規模な生産体制では対応で

きないため、大規模経営による流通コストの低減を図り、新たな流通ルートの開拓に向

け、大量生産体制の整備強化を推進します。 

・アスパラガスブランド強化事業費補助金（再掲） 

・高収益作物拡大事業費補助金（再掲） 

・いわて地域農業マスタープラン実践支援事業（再掲） 

 

項目 
現状値 

（平成27年３月） 
中間目標値 

（平成30年度） 
目標値 

（平成32年度） 

農畜産物関係商標登録数 ３件 ４件 ５件 

主要産地直売所販売額（年額） 257,615千円 290,000千円 305,000千円 

出荷している二子さといもの販売金額 94,760千円 95,000千円 100,000千円 

きたかみ牛該当頭数 470頭 470頭 470頭 

 

 

■私たちにできること（まちづくりの担い手としての取り組み） 

市 民 

（地域、市民団体等含む） 

・高付加価値（地元農産品の良い点、高価格等）に対する理解 

・贈り物などを通じた地元農産物のＰＲ 

企 業 

（事業所、生産者等含む） 

・安全でおいしいものを生産し、独自の規格やブランド化を図り、ＰＲや販売力を

強化 

・地元農産物を使った商品開発等により、消費の拡大 

 

役割の意識 

市民 企業 行政 

○ ◎ ● 

 

総合戦略 



【ロジックモデル】 

■ロジックモデル                                  
 
政策の基本目標３ ひと・技・資源を組合せ活気うまれるまちづくり 

◆基本施策３－３ 魅力ある農林業の振興 

 

  

農
業
を
し
た
い
と
思
う
ま
ち 

農業生産力が高
まり、農業所得
が向上し、北上
ブランドの確立
とともに、競争
力ある産地が形
成されている 
 
＊農業所得が向
上し、新たな就
農者が生まれ、
安定的な農業経
営ができる環境
がある 

水田の大区画化
や機械化等によ
る効率的な生産
体 制 が 整 備 さ
れ、生産コスト
が低減されてい
る 

国営造成施設管理体制整備促進事業 

いわて地域農業マスタープラン実践支
援事業、強い農業づくり交付金事業、経
営体育成支援事業 

経営体育成基盤整備事業 

認定農業者等の経

営能力が向上し担

い手への農地集積

等地域の実情に応

じた生産体制が構
築されている 

農地中間管理事業、強い農業づくり交付
金事業【再掲】 

人・農地問題解決加速化支援事業 

北上ブランドが
確立され、競争
力が高くなって
いる 

きたかみ牛消費拡大推進協議会補助
金 

北上地域ブランド推進事業、農産物ﾌﾞﾗﾝ
ﾄﾞｱｯﾌﾟ対策事業 

新技術の導入や
安定した転作田
の活用により、
生産力・農業所
得が向上してい
る 

アスパラガスブランド強化事業費補助
金、高収益作物拡大事業費補助金 

経営所得安定対策推進事業補助金 

農業中間支援事業（新規） 
北上地域ブランド推進事業【再掲】、６次産
業化支援事業費補助金【再掲】、食とまちづ
くり PR事業【再掲】 

きたかみ牛消費拡大推進協議会補助
金【再掲】 
 

北上地域ブランド推進事業【再掲】、新事業
創出支援事業【再掲】 

食とまちづくり PR 事業【再掲】 

ふるさと便ＰＲ事業、農業中間支援事
業【再掲】、きたかみ牛消費拡大推進
事業費補助金【再掲】 

アスパラガスブランド強化事業費補助金
【再掲】、高収益作物拡大事業費補助金
【再掲】、いわて地域農業マスタープラン実
践支援事業【再掲】 

産業連携推進事業 

産業連携推進事業【再掲】、きたかみ
農楽校事業 

農地水環境保全向上対策交付金、北
上市産地形成土づくり支援事業 

農業用廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ適正処理費補助金 

きたかみ農楽校事業【再掲】 

市民農園設置事業 

中山間地域等直接支払交付金 
 

林道・作業道整備事業 

林業振興事業、造林補助金交付事業、
森林病害虫等防除事業 

企業の森整備事業、緑化推進事業等 

付加価値の高い
農産物の生産・
加工販売が活発
化し、流通が拡
大している 

市民が農業の大
切さを理解し、
地域全体で農業
を支え、安心安
全な食料が提供
されている 

消費者が地元食
材に対する理解
を深め、地元の
新鮮な農産物が
地元で消費され
ている 

環境に配慮した
生産体制が構築
され、安心・安
全な農作物が提
供されている 

農業者と消費者
の 交 流 が 深 ま
り、魅力ある農
村環境が維持保
全されている 

里山・農村など
の保全・整備に
よって、自然と
の共生を維持す
ることができる
【再掲】 

豊かな森林資源
が適正に保全さ
れ、多様な価値
が活用されてい
る 

林業・林産物の生
産・流通環境が向上
し、生産性が高くな
っている 

森林が適正に保全
され、水源かん養や
土砂災害防止等の
公益的機能が充分
に発揮されている 

生産コストの低減 

農地集積による効果的
な農業促進 

ブランド産地の確立 

新技術・新品種への挑戦 

転作田の活用 

特産品の高付加価値化 

消費者が求める商品開
発 

新たな流通の開拓 

大量生産体制の整備 

地元食材の供給体制の構築 

食育の推進 

環境保全型農業の推進 

環境に配慮した競争力ある
産地形成 

農業と農村の魅力発信 

農業の多面的機能の維
持・発揮 

需要者のニーズに合った製品を安定
的に供給する体制づくり 

生産基盤の整備 

木材等林産物の供給体制の整
備 

公益的機能の保全・活
用 

農業の生産性向上 

農産品の高付加価値化
と新たな流通の開拓 

地産地消の推進 

環境保全型農業の推進 

魅力あふれる農山村の
確立 

森林資源の保全と多様
な価値の活用 

施 策 方 向 事 業 
直接の効果 
(短期成果) 中期成果 

長期効果 
(最終成果) 

農地パトロール事業 

※ ロジックモデルとは、それぞれの施策がその目的を達成し、成果を上げるまで
のプロセスを論理的に説明（確認）するためのツールです。 



【公益財団法人北上市体育協会】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

［法人の評価］ 

■１．目的適合性（公益性）                      ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 法人 市担当 委員会 

① 設立目的に沿った事業をしているか。 〇 ○ ○ 

② 現在の社会経済状況のもとでも設立目的は有効か、希薄化していないか。 〇 ○ ○ 

③ 他の民間事業者との競合はないか。代替可能な類似の事業がないか。 △ △ △ 

④ 事業廃止により市民は不利益を被るか。 〇 ○ ○ 

出資等法人の自己評価 

 
 Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ 

Ｃ．改善が必

要 
☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①・②について 

北上市が掲げる「健康で活力ある躍動感にあふれるまちづくり」に寄与するため、市民の

健康増進と体力の向上を図るための事業、スポーツに関する意識を高める事業、体育施設

の有効活用を行うための事業、介護予防事業などを推進している。 

③について 

民間のスポーツクラブ・総合型地域スポーツクラブなどはあるが、事業の内容、講師の選

定、利用料金等それぞれが独自の取り組みをすることにより「すみわけ」は可能。 

 

市担当部課の点検評価 

 
 Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①･②について 

市民の健康増進、体力の向上を図るため、スポーツ行事や教室等を開催してスポーツ推進に 

寄与している。 

指定管理者として、施設管理以外にも主催事業を開催して施設有効活用にも寄与している。 

③について 

体協加盟団体( 各種競技等) との連携による「選手強化・競技力の向上」等の専門的に関わる

事業内容、これまで蓄積したスポーツ振興事業や総合運動公園施設管理のノウハウ等により、

総合型スポーツクラブや民間のスポーツクラブ等との機能分担は図れることから、類似事業

等今後も精査のうえ、より効果的な事業運営を期待する。 

 

政策評価委員会の評価 

 
 Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

①－１ 設立目的に即した事業を概ね行っていると認められる。 

 

①－３ 設立目的に沿って市民のスポーツ振興への役割を果たしていると言える。 

 

①－４ 設立目的に沿った事業を行なっている。 

 

①－５ スポーツ関連中心の事業展開となっており、設立目的に即しているものと認められ

る。 



【公益財団法人北上市体育協会】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

 

②－１ 現在も設立目的は有効であり、希薄化はしていない。 

 

②－３ 設立目的は希薄化しているとは言えないが、総合型スポーツクラブとの連携や役割

分担をより明確にすべき段階にきていると言える。 

 

②－４ 高齢化が進む中、スポーツの重要性は増加してきているものと思われ、設立目的は

引き続き有効であると考えられる。 

 

②－５ 現在の社会経済情勢を考慮しても、設立目的は有効と認められる。 

 

 

 

③－１ 他の民間事業者との競合はないとは言えないが、他のスポーツ関係組織との一定の

機能分担も行われており、そのための努力も見られる。これらのことから、法人の存在価値

が低下しているわけではない。 

 

③－２ 健康増進、スポーツ振興については競合が存在するが、他のスポーツ団体等との連

携により事業効果を高めることが可能。施設管理についても競合は存在する。 

 

③－３ 一部事業において民間スポーツクラブとの競合があるものの、加盟団体との連携は

上手く機能しており、より存在感を発揮しつつある。 

 

③－４ 他の民間事業者とは、すみわけ可能、機能分担が図れるとしているが、事業ごとに

明確な切り分けはできていない。 

 

③－５ 一部で民間事業者等の台頭もあり、競合がないとは言えないが、現状が不適切との

評価までには至らない。 

 

 

 

④－１ 当法人の事業廃止があれば、市民は不利益を被る。 

 

④－２ 健康増進、スポーツ振興等の事業は市民にとって必要である。 

 

④－３ 市内スポーツ団体が参加している本団体の役割は大きく、廃止により一定程度の不

利益が生じる可能性が高い。 

 

④－４ 市民に対し、マイナーな競技を含むスポーツの機会を提供する大会や教室の開催に

ついては、事業廃止により、市民は不利益を被ると考えられる。 

 

④－５ 市民生活に重大な不利益を及ぼすというほどのものではないとしても、一定の不利

益を被る可能性は認められる。 

 

 

 

 



【公益財団法人北上市体育協会】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

■２．財務状況（経営の持続可能性）                  ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 法人 市担当 委員会 

①市に対する財政依存度が減少の方向にあるか。（削減努力をしているか） △ △ △ 

②事業に係る市に対する財政依存度は低いか。（市からの委託事業等以外の自主事

業の割合が高いか） 
△ △ △ 

出資等法人の自己評価 

 
☐ Ａ．適切  Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①について 

体育施設の指定管理料が大半を占めていることから、施設管理に係る光熱水費等適正な経

費の算出が必要である。 

②について 

スポーツに関する意識を高める事業として、「チャレンジエアロビックまつり」や「アー

ティスティック・スポーツフェスタ」などを開催、体育施設の有効活用を行うための事業

として、「テナントの出店」を企画、介護予防事業として、「若返りにレッツ・トライ」

や「今から始める脳活講座」などを開催し、新たな自主事業に取り組んでいる。 

 

市担当部課の点検評価 

 
☐ Ａ．適切  Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①について 

指定管理料においては、ＣＯ２削減事業( 太陽光発電・蓄電池・ＬＥＤ化等) による施設管理

の面で光熱水費の削減が期待されるが、経営面では、今後、中長期財政計画に基づき、適正

な事業計画・人員配置等事業運営での見直しが必要である。 

②について 

新たな自主事業にも取り組んでいるが、市民体育大会など市主催事業を引き継ぐ形となって

いる経緯から、補助金依存度も一定割合ある。体協加盟団体や市内企業等との連携強化・協

働により、選手強化事業や競技スポーツ人口の底上げを図る事業等において関係団体等で支

える仕組みの構築とともに、イベント事業等における企業等広告収入や参加料徴収など、自

主財源確保の面で今後も十分な検討が必要である。 

 

政策評価委員会の評価 

 
☐ Ａ．適切  Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

 

①－１ 財政依存削減への必要性は認識されているが、現状での削減努力は明確とは言えな

い。 

 

①－２ 市からの受取補助金はあるが、増加傾向にはない。 

 

①－３ 市に対する財政依存度は高いものの、新たな自主事業や介護予防事業などの市の新

たな事業の受託に努めており、その努力を評価する。 



【公益財団法人北上市体育協会】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

 

①－４ 平成28年度の自主事業収益の事業収益に対する割合は、4.6％（平成27年度5.3％）

と、市に対する財政依存度は減少傾向にあるとは言えない。 

 

①－５ 現状において市に対する財政依存度は高いと言わざるを得ないが、公益財団法人と

しての設立目的に鑑みればやむを得ない面もある。 

 

 

 

②－１ 市からの指定管理料への依存が高く、それ以外の自主事業の開拓に向けての工夫や

成果は十分とは言えない。 

 

②－２ 市からの受託事業収益が経常収益に占める割合は83.6％（H28年度）と高い。自主事

業収益の拡大に一層努められたい。 

 

②－３ 財政依存度は相変わらず高く、引き続きの努力を期待したい。 

 

②－４ 平成28年度の自主事業収益の事業収益に対する割合は、4.6％（平成27年度5.3％）

であり、自主事業の割合は高いとは言えないが、市からの委託は、施設管理が中心であるこ

とから、妥当と考える。 

 

②－５ 自主事業の割合が高いとは言えないが、利益を確保しつつ自主事業を展開する方向

にどこまで踏み込んでいくべきかは、公益財団法人としての性格も考慮しつつ、慎重に検討

すべきである。前回評価において「収益基盤の安定性は低い」と評価しているところであり、

法人全体として最低限収支トントンのレベルまで持っていくべきであることは言うまでもな

いが、自主事業を展開しても利益が伴わなければ無意味であり、法人全体としての損益管理

が重要である。 

 

 



【公益財団法人北上市体育協会】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

■３．運営状況（計画性および効率性）                 ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 法人 市担当 委員会 

① 経営の基本理念・方針を策定しているか。 〇 ○ △ 

② 中長期経営計画を策定し、計画的に事業運営を行っているか。 〇 ○ △ 

③ 設立目的に沿った十分な成果を上げているか。 〇 ○ ○ 

④ 顧客ニーズを適切に把握できているか。 〇 ○ ○ 

⑤ 市民への情報公開を積極的に行っているか。 〇 ○ △ 

⑥効率的な組織体制となっているか。（職員の技術力・専門性は十分に確保され

ているか、また適切な人員配置ができているか。） 
〇 ○ ○ 

⑦役職員の人件費は適切か。 △ △ △ 

出資等法人の自己評価 

 
☐ Ａ．適切  Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①・②・③・⑥・⑦について 

協会内に財政計画策定委員会を設置し、収益の確保と職員の適正配置等について検討を行

っている。 

これまで、補正予算を理事会で決議できるように定款の見直しを行ったほか、事務局を３

係体制とする事務局組織規程の見直しも行っている。 

現在、役員の報酬の見直し、職員の給与の見直し、職員の就業規則の見直し、職員の再任

用規程の制定などについて検討を進めている。 

また、体育施設の有効活用を図るために、全国規模の大会の誘致、大学等の合宿の誘致な

ど新規事業への取り組みも始めている。 

④・⑤について 

北上市が行っている「市民意識調査」をもとに市民ニーズを把握し、新たな事業に取り組

んでいる。 

また、事業計画、収支予算、事業報告及び収支決算等については、ホームページで公開し

ている。 

 

 

 

  



【公益財団法人北上市体育協会】 
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市担当部課の点検評価 

 
☐ Ａ．適切  Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①・②・③・⑥・⑦について 

 基本方針を毎年策定し、設立目的に沿った成果を上げている。 

 中期財政計画策定委員会を設置し、持続的な経営( 組織体制や人件費、施設管理経費の精査

等) 及び計画的事業運営について検討を行っている。 

その他、平成29年３月に設立されたスポーツコミッション「スポーツリンク北上」の構成

団体として中心的な役割を担い、スポーツ合宿や各種大会の誘致等体育施設の有効活用に

取り組んでいる。 

④・⑤について 

 施設利用者や各種競技団体・指導者等にアンケート調査を実施し、利用者ニーズを把握し、

事業への反映に努めている。 

 ホームページにより経営状況や事業計画等について公開をしている。 

 

 

政策評価委員会の評価 

 
☐ Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切  Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

 

①－１ 基本的理念・方針は策定されている。 

 

①－２ 定款に目的及び事業を定めるとともに、毎年度、事業計画書と事業報告書を作成し

ている。 

 

①－３ 市が策定したスポーツ推進計画を踏まえた協会のビジョンを策定し、内外に公表す

べき段階に来ている。 

 

①－４ 各年度の事業計画において基本方針を定めている。 

 

①－５ 年度ごとの事業計画において基本方針は策定されているが、前回評価において「経

営の基本理念の部分がいささか明瞭でない」と指摘したうえで、底辺拡大的な方向性とトッ

プアスリート養成を目指す方向性など異なる方向性について「長期的な視点で明確かつ整合

性をもって外部に示されることが必要である」と提言しているところ、この点の整理が十分

ではないと思われる。 

 

 

 

②－１ 中期財政計画は検討されているが、自主事業の開拓などに向けての計画は明確とは

言えない。 

 

②－２ 中長期経営計画は策定していないが、財政計画策定委員会を設け、平成29年３月２

日付で「収支予算の改善に向けた概要」を取りまとめている。 

 

②－３ 財政計画策定委員会を設置して、４ヶ年計画を策定している。 



【公益財団法人北上市体育協会】 
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北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

 

②－４ 中期財政計画策定委員会により、収支予算の改善に向けた検討が進められているが、

定性的な改善の方向性が提起された段階である。平成29年度の事業計画に中期財政計画策定

員会の開催予定について触れられていないが、継続的に策定までの予定を定めることが必要

である。 

 

②－５ 収支改善に向けた検討はなされているが、中長期経営計画といえる内容ではなく、

具体的な事業運営への反映もこれからの状況である。 

 

 

 

③－１ これまでは、設立目的に沿った事業では成果を上げていると言える。しかし、最近

になって策定された市のスポーツ推進計画で、トップレベルのアスリート育成が提示されて

いることから、今後この課題について本法人の役割と対応のあり方について検討がさらに求

められる。 

 

③－２ 北上市民体育大会・スポーツ大会・各種スポーツ教室の開催、選手強化事業に加え

介護予防事業を実施するとともに、施設の管理運営を受託しており、設立目的に沿った成果

をあげている。 

 

③－３ 一定の成果を上げていると言える。 

 

③－４ 営利法人では困難なスポーツ振興事業が、体育協会の使命の一つと考えるが、一部

のスポーツ大会やスポーツ教室の参加人数が減少している点に関しては、継続的な再検討が

必要と考えられる。 

 

③－５ 概ね可とすべき成果を挙げていると認められる。 

 

 

 

④－１ 顧客ニーズの把握は市の「市民意識調査」と競技団体等への直接アンケートなどを

実施して把握していることは評価しできる。 

 

④－２ 介護予防事業の実施など意欲的な取り組みが見られる。 

 

④－３ 市や加盟団体との密接な連携により、一定程度把握できている。 

 

④－４ 一部のスポーツ大会やスポーツ教室の参加人数が減少しており、顧客ニーズの再検

討が必要と考えられる。 

 

④－５ 顧客（市民）ニーズの把握に一定の努力をしているものと認められる。 

 

 

 

⑤－１ ホームページによる情報公開は必要かつ有効だが、さらに市民の理解や共感をえる

ための情報発信の努力が必要であり、これによって法人への理解が高まり、自主事業の拡大

に結び付けられるのではないか。 
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⑤－２ 定款、予算・決算書をHPで公開している。「情報公開規定」も定めているが、情報公

開対象資料が狭い範囲に限定されているため開示請求権が認められているとは言えず、北上

市情報公開条例第27条の具体化としては問題がある。 

 

⑤－３ 情報公開規程を整備して対応しており、HPにも掲載されている。 

 

⑤－４ 法人としてのホームページは作成されているが、ヘッダーに「北上総合運動公園」

の表示がされており、一見して「北上総合運動公園」のホームページのようである。また、

ホームページに決算書、予算書の掲載はされているが、事業報告書、事業計画書の掲載はさ

れておらず、積極的な情報公開とは言えない。 

 

⑤－５ ホームページ上で財務情報は公表されているが、事業報告が公表されていないなど、

改善の余地がある。 

 

 

 

⑥－１ 現状で可能な範囲での体制を整えているものと考える。 

 

⑥－３ 概ね適切な組織体制になっていると言える。 

 

⑥－４ 評議員、理事のほとんどを体育関係団体関係者で占めている。市のスポーツ振興計

画を実行性高く反映するため、医療、保健、商工の関係者を役員に加えてみてはどうか。 

 

⑥－５ 現在見直し中と認められるので、判断保留（△）とする。 

 

 

 

⑦－１ 前回評価において指摘された職員の待遇について改善したことは評価できるが、こ

れを裏付ける財源の十分な確保がないままで実施されたことから、それが経営を圧迫してい

るように見える。その結果で、再び職員待遇の低下や人員の削減につながるようであれば、

本質的な改善とはならないことから、適切な検討と対策が求められる。 

 

⑦－２ 報酬の引き上げ改定後経営が圧迫されているとの認識のもと、「収支予算の改善に向

けた概要」に基づいた人事や給与の見直しに取り組みつつある。 

 

⑦－３ 安かろう悪かろうの人件費では無く、専門家としての処遇する給与水準になってい

ると言える。 

 

⑦－４ 「収支予算の改善に向けた概要」において給与抜本改正の検討が方向性として打ち

出されており、改善の余地があるものと考えられる。 

 

⑦－５ 現在見直し中と認められるので、判断保留（△）とする。 
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［市の関わり方の評価］ 

■４．市の施策との関わり（市の方針評価）               ※チェックは○・△・×で記載 

チェック項目 市担当 委員会 

①市の施策と法人の設立目的、活動内容は適切な方向性にあるか。 ○ △ 

②市の期待する成果を十分に上げることが見込めるか。 ○ △ 

③市の財政的・人的関与状況は適切か。 ○ ○ 

④市の方針によらない場合に、市民が不利益を被るか。 ○ ○ 

⑤施策の実現のために、市は適切な対応を行っているか。 

（施策の転換等があった場合の対応を含む。） 
○ ○ 

市担当部課の点検評価 

 
 Ａ．適切 ☐ Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

評価の理由 

①について 

 スポーツを通した健康づくりのため、各スポーツ大会や教室を開催しており、適切な方向

性にある。 

②について 

 体育施設の指定管理者として管理運営事業を適切に対応されている。市内競技団体を統括

し、スポーツ活動の推進や競技力向上への支援を行っている。 

③・⑤について 

 市の補助金、委託料、理事の派遣等で概ね適切であると考えている。 

④について 

 競技会等市民がスポーツ参加できる機会の提供、競技者の育成や強化、競技力の向上、指

導者の育成等スポーツの裾野を拡げる活動など、体育施設の適切な管理運営が為されなけれ

ば、市民が不利益を被ることとなる。 

 

 

政策評価委員会の評価 

 
☐ Ａ．適切  Ｂ．概ね適切 ☐ Ｃ．改善が必要 ☐ 

Ｄ．抜本的な 

  改革が必要 

政 策 評 価 

委員の意見 

 

①－１ 市の施策として、従来は市の保有する高次スポーツ施設の有効活用によるまちづく

りや、これと関係するアスリートの育成について特に謳われてこなかったものの、直近の市

のスポーツ推進計画ではこの点が明確に表現されてきたことは望ましい。これに対して、法

人の設立目的では特にこれらに応える方向が十分に用意されていないことから、両者の協議

によりその調整と対応策の検討が求められる。 

 

 

①―３ 市の策定したスポーツ推進計画は、市が推進する方向が具体的になり、協会の取組

も計画に沿ったものとなっている。 
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①－４ スポーツを通した健康づくりに関しては、適切な方向性にあると考えらえる。競技

力向上への支援に関しては、市の期待（スポーツ推進計画）と体育協会の事業計画の関連性

がより明確になるよう見直しを考える必要がある。 

 

①－５ 市の施策と法人の設立目的、活動内容に大きな齟齬はないと認められるが、方向性

の整理については市と法人の間で更にすり合わせが必要と思われる。 

 

 

 

②－１ これまで法人は、市が期待する成果を上げてきたものと考えるが、新たな市の方針

に向けて、さらなる対応が求められることについて、市と法人はその実現のための協議と行

動が求められる。 

 

②－３ 協会の取組には、市の期待する成果を上げようとする一定の努力が認められ、その

点を評価したい。 

 

②－４ 競技力向上への支援に関しては、現状の事業計画では、その実行性が必ずしも明確

になっていないと思われる。 

 

②－５ これまでの実績を考慮すれば、市の期待する成果をあげるに足る能力は十分に有し

ていると認められるが、トップアスリート養成に関与する能力については不透明な部分もあ

り、①にも関連するが、法人の役割としてどこまで実施するか吟味が必要である。 

 

 

 

③－１ これまでは市の財政的・人的関与は妥当な範囲にあるものと考えるが、市の方針の

進化に伴う対応ができるよう法人との協議とサポートが必要である。 

 

③－２ 委託料は約１億６千万円と大きいが、指定管理は競争的に実施されている。市の派

遣職員は非常勤役員1名のみであり、過剰な人的関与をしているとはいえない。 

 

③－３ 適切と言える。 

 

③－４ 市の財政的・人的関与状況は概ね適切と考える。 

 

③－５ 特に不適切な点は認められない。 

 

 

 

④－１ 市の方針によらなければ、市民は不利益を被ると考える。 

 

④－３ スポーツ推進計画において協会が取り組むべき方向が具体的になっており、市の方

針によらなければ、市民は一定程度の不利益を被る状況にある。 

 

④－４ マイナーな競技を含むスポーツの機会を提供する大会や教室の開催の中止により、

市民は不利益を被ると考えられる。 
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④－５ 生活インフラ系の事業ではないため、市民生活に重大な不利益を及ぼすというほど

のものではないとしても、一定の不利益を被る可能性は認められる。 

 

 

 

⑤－１ 市はスポーツを生かしたまちづくりの取り組みを始めたところであり、また市の高

次スポーツ施設の活用につながると思われるアスリートの育成環境を整える方針を提示して

いることから、外部評価や社会的要請に応えようとする姿勢は評価できる。あとは、これら

の点に関する重要な担い手と考えられる法人との合意形成と実行策の検討が必要になる。 

 

⑤－２ 「スポーツを通した健康づくり」という施策は今後とも重要であり、法人はそれに

貢献していると評価できる。 

 

⑤－３ スポーツ推進計画を策定してスポーツ振興の具体的な方向性を示すとともに、協会

の財政改善計画策定などにも積極的に関わるなど適切な対応に努めようとしてきている努力

を評価したい。 

 

⑤－４ スポーツ推進計画を実行性のあるものとするためには、具体的な競技ごとのレベル

まで落とし込んだ計画が必要である。現状の計画では、実施主体である体育協会の事業と市

の施策が連携しない可能性がある。 

 

⑤－５ 特に不適切な点は認められないが、一般市民向けの業務と県内最高規格の施設管理

やトップアスリート養成など高度な業務の両方を法人に託すのか、あるいは高度業務につい

ては切り離して考えるのかについては、さらに検討・吟味すべきである。 
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■５．総括意見 

政 策 評 価 

委員の意見 

⑤－１ 

評価対象の法人は、これまでの市の方針に対応し、また法人の設立目的に沿って概ね適切

な事業を展開してきた。さらに前回の外部評価を受けて改善が行われてきたことも評価でき

る。しかし、設立経緯の点からやむを得ない面はあるものの、自治体のまちづくりが官民協

働で進められる方向にあるなか、財源を市に大きく依存している現状について改善努力を怠

るべきではない。また、市の方針が進化しつつある中で、これに適応するための検討が十分

だとは言えないように思える。したがって、市と法人はこの問題への対応について協議を進

めるとともに、市の法人に対する関与や支援のあり方を再検討する必要が出てきたものと考

える。 

一方で、法人がスポーツリンク北上において重要な役割を果たしていることは評価できる

が、これも市の主導によるもので、法人のリーダーシップにより、性格が異なる組織間連携

の結び手としての役割を果たすことがこれまで以上に求められる。 

市民との接点については、ホームページによる情報公開は必要かつ有効だが、利用者の多

様性を考えると、これに全面的に依存する情報発信で良いか疑問である。より多くの層の市

民の理解や共感を得るための努力が必要であり、これによって法人への理解が高まり、自主

事業の拡大に結び付けることを考えるべきではないか。 

 

⑤－２ 

指定管理している施設を活用して、魅力ある自主事業を展開し、参加者の一層の拡大に努

めてほしい。 

 

⑤－３ 

前回の評価（平成24年）ではかなり厳しい評価であったが、その後の経営改善、市との関

係の改善に大きな努力が見受けられる。特に、市がスポーツ推進計画を策定して「スポーツ

で心と体が元気になるまち」を掲げ、トップアスリートの育成やスポーツツーリズムの推進

まで打ち出したことを高く評価したい。 

今後は、市のスポーツ推進計画を受けて協会が独自のビジョンを策定し、市のスポーツを

通じたまちおこしのメインアクターとしての役割をしっかりと内外に明示し、その実現に向

けての一層の努力を期待する。 

 

⑤－４ 

健康増進、スポーツ振興に関する事業に関しては、期待される成果を上げているものと思

われる。今後は、競技力の向上という点に関して、スポーツ推進計画と明確にリンクした事

業計画を策定していくことが必要である。 

 

⑤－５ 

総じて当法人の業務運営等に関して大きな問題点は認められないが、財務面に関しては毎

年継続的に赤字を計上していることから、早期に黒字体質へ転換していくことが肝要であり、

既に収支改善に向けた検討を進めていることから、これを着実に具体化していくことが求め

られる。また、当法人の中長期的方向性としてトップアスリート養成等の高度業務について

も主たる担い手として位置付けるのか、陸上競技場はじめ各施設の維持・管理に係る役割分

担なども含めて市当局と法人間ですり合わせのうえ、中長期の経営計画を策定すべきである。 

 

 

 

 



【公益財団法人北上市体育協会】 
財団法人・社団法人用 

北上市出資法人等協働評価シート（評価用） 
 

 

■６．その他特記事項・参考意見等 

政 策 評 価 

委員の意見 

⑤－５ 

法人としての財政依存度が高いとしても、そのこと自体は直ちに問題となるものではないと

考える。受託した事業をどれだけ低コストで実施しているかが問題なのであって、極論すれ

ば財政依存度100％であっても、その総額が抑制されていれば市財政にとってもメリットが大

きいはずである。 

 

Ẽ７．市と協働して事業を行ううえでの市に対する意見等 

出資法人等

の 意 見 

特になし。 
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